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本町地域未来投資促進法の取り組み本町地域未来投資促進法の取り組み本町地域未来投資促進法の取り組み 　新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
最
初
の
議
会
だ
よ
り
発

行
に
あ
た
り
、
ひ
と
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
素
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　さ
て
昨
年
は
、
か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
中
部
縦
貫

自
動
車
道
永
平
寺
大
野
道
路
が
全
線
開
通
と
な
り
、
地
域
の
交
流

拠
点
の
え
い
坊
館
の
開
館
や
自
動
走
行
実
証
実
験
が
永
平
寺
参

ろ
ー
ど
で
始
ま
り
、
永
平
寺
町
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
が
経
済
産
業
省

か
ら
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
町
の
産
業
経
済
の
発
展
、
活
性
化
に

向
け
て
節
目
と
な
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　今
年
は
福
井
国
体
の
開
催
年
で
、
永
平
寺
町
で
は
９
月
13
日
か

ら
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
を
皮
切
り
に
４
種
目
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
来
町
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法

に
基
づ
く
基
本
計
画
が
国
の
同
意
を
得
ら
れ
、
今
後
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
、
企
業
立
地
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　議
会
と
し
ま
し
て
も
「
行
動
（
考
え
動
く
）
す
る
議
会
」
の
も

と
、
政
策
立
案
に
よ
り
注
力
し
、
地
方
創
生
を
進
め
ま
す
。
議
員

一
人
ひ
と
り
が
、
強
い
意
欲
・
こ
だ
わ
り
、
継
続
の
意
思
を
し
っ

か
り
と
持
ち
、
町
行
政
と
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ど
う
か
本
年
も
、
町
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
温
か
い
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し
い
実
り
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

齋

　藤

　則

　男

永
平
寺
町
議
会
議
長

　９月14日の現地視察(予算執行状況〉からはじまり、10月30日の採決までの47日間の本会議主義による決算
審議でした。途中衆議院選挙や秋の諸行事もあり長くなりました。議会では決算審議結果を、各課毎に指摘事
項を抽出し、行政に回答を求めさらに検討を重ね「決算認定に係る意見」として提出しました。

「平成28年度決算審議」指摘事項を踏まえて認定へ

新年度予算（平成30年度）に反映を
　９月14日の現地視察(予算執行状況〉からはじまり、10月30日の採決までの47日間の本会議主義による決算

新年度予算（平成30年度）に反映を新年度予算（平成30年度）に反映を！
　９月14日の現地視察(予算執行状況〉からはじまり、10月30日の採決までの47日間の本会議主義による決算　９月14日の現地視察(予算執行状況〉からはじまり、10月30日の採決までの47日間の本会議主義による決算

をををを！！！
１．コミュニティバスの利便性向上のため、今一度町民の生活に密着した運行体系の構築を早急
　　に行い、利用促進を図ること。
２．職員の福利厚生事業の実態調査及び先進地の調査研究とあわせ、職員の状況なども深く分析
　　し対応すること。
３．D判定された空き家の周辺に住む地域住民は、度重なる自然の猛威による不安を感じているた
　　め、早急に空き家対策を講じ実施すること。
４．地域おこし協力隊事業の推進については、その本来の目的を十分に把握し町づくりに活用で
　　きるかを見極めて取り組むこと。しっかりと第2次永平寺町総合振興計画に基づいてその活用
　　を図られたい。
５．保育士の正職員の構成比率を上げるとともに、非常勤職員の戦力としての評価をし、正職員
　　に準じた待遇・賃金など労働力条件の向上を図ること。
６．有害鳥獣による農作物の被害は、共済引き受けデータだけでなく、実態を十分把握できる体
　　制づくりを構築し、効果的な被害防止策を実施すること。
７．義務教育における中学校海外派遣事業などの外国語教育の実施は、義務教育の目的に沿って
　　実施方法等を検討すること。
８．地区振興会については、町は全庁体制にて振興会の新規設立や活動支援に取り組むとしてい
　　る。しっかりと総力を挙げて進められたい。

地域未来投資促進法って何なの?

物流関連産業を中心
として地域産品の流
通効率化・販路拡大
による取引高の増加
につなげる

永平寺町重点促進５区域

平成29年 ８月31日……… 県と基本計画を策定し国へ提出
 ９月30日……… 国の１号同意を得る（39都道府県から70計画）
 12月８日……… 下浄法寺地区「永の里」プロジェクトに地方創生推進交付金
  5,500千円交付決定
計画期間……………計画同意の日から約5年間（平成34年度末まで）
対象地域……………県内全域　内、嶺北地域11市町

重点促進区域………永平寺町５区域
　　　　　　　　　福井市8区域・あわら市1区域・鯖江市3区域・越前市6区域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶺北区域　合計23区域

基本計画

（１）「地域経済牽引事業計画」に係る承認制度

（２）承認された事業に対する支援措置

「事業計画は県が承認」

市町村及び都道府県
基本計画

国
基本方針

地域の強みを生かす基本計画
RESAS等を活用したPDCAサイク
ルの徹底
支援機関（公設試等）によるサポート
体制の整備

事業者
地域経済牽引事業計画

　①民間事業者
または
　②官民連携型
　　（地方公共団体及び
　　 民間事業者）による申請

同意 承認

①設備投資に対する支援
　ⅰ　先進的事業に必要な設備投資減税
　ⅱ　固定資産税等減免措置をした自治体に減収額の75％を３年間交付税で補填

②財政・金融面の支援　　　　③規制の特例措置　　　　④その他

牧福島中部縦貫
自動車道での交
通利便性が高
く、ものづくり
産業を推進・集
積し新たな雇用
の創出

５上志比IC周辺

「永の里」計画により、地域資
源を活用した農産物業者との
取引額の増加や観光スポットと
して、永平寺との相乗効果、観
光客・交流人口の増加

４下浄法寺地区周辺
製造業や福祉・
医療分野・農業
とも連携した研
究開発施設等の
集積地として推
進する

２福井大学医学部・県立大学周辺
自動走行技術による企業誘致・創業環境の整備
IoT.AI等の最先端技術と地域産業とのマッチン
グによる地域活性化・雇用機会の増加・観光誘客

３永平寺参道IC～
　永平寺口駅周辺

１福井北JCT・IC付近
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1,1001,100

1,074

2,4825,937 平成29年 第５回定例会報告（9月13日以降分）平成29年 第５回定例会報告（9月13日以降分） 議長　齋藤　則男

平成29年 第６回定例会報告平成29年 第６回定例会報告 議長　齋藤　則男
平成29年第６回定例会は11月27日（月）から12月26日（火）にかけて開催されました。
審議された内容は下記のとおりです。

議案第５１号
平成２９年度一般会計補正予算について 可決
議案第５２号
平成２９年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第５３号
平成２９年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第５４号
平成２９年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第５５号
平成２９年度下水道事業特別会計補正予算について 可決
議案第５６号
平成２９年度農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決

第６回定例会議案

特別会計12月補正予算平成29年度
一般会計12月補正予算 937937 万

円
万
円5,937 万

円
万
円2,482

1,8911,891

1,3371,337

【主な項目】

337337337337337 万
円
万
円

衆議院選挙最高裁国民審査費衆議院選挙最高裁国民審査費衆議院選挙最高裁国民審査費
10月22日に投開票された衆議
院選挙最高国民審査費

万
円
万
円

道路橋梁･林道復旧事業他道路橋梁･林道復旧事業他道路橋梁･林道復旧事業他道路橋梁･林道復旧事業他
8月25～26日の豪雨被災の復旧工
事及び測量設計業務費他

180180

【主な項目】

万
円
万
円

防災行政無線整備事業防災行政無線整備事業防災行政無線整備事業防災行政無線整備事業
個別受信機購入費補助申請の増
加による不足額を計上

万
円
万
円

情報推進事務諸経費情報推進事務諸経費情報推進事務諸経費情報推進事務諸経費
各種制度改正に伴うシステム改修
による、広域圏の本町分の負担金

273273 万
円
万
円

企業立地促進事業企業立地促進事業企業立地促進事業企業立地促進事業
町内在住者の雇用者数及び建屋
改修に伴う固定資産税の助成分

320320

万
円
万
円

地域未来投資促進事業地域未来投資促進事業地域未来投資促進事業地域未来投資促進事業
醗酵文化の集積による「永の里」
事業実施者への交付金

万
円
万
円

社会福祉事務諸経費社会福祉事務諸経費社会福祉事務諸経費
町立診療所の開設に向け収支や
機能を事前に調査する委託料

532532 万
円
万
円

支所施設管理諸経費支所施設管理諸経費支所施設管理諸経費支所施設管理諸経費
上志比支所解体による電算・電話
の仮事務所への移転費

第５回定例会議案
議案第４１号
平成２８年度一般会計及び特別会計の決算認定について 可決
議案第４２号
平成２８年度上水道事業会計の資本剰余金処分及び決算認定について 可決
議案第４８号
町道の認定について 可決
議案第４９号
平成２９年度一般会計補正予算について 可決
議案第５０号｠
平成２９年度一般会計補正予算について 可決

第５回定例会での審議内容については、前号（48号）で途中経過をお知らせしましたが、それ以降に本会
議で審議された内容は下記のとおりです。

主
な
質
疑
応
答

議
案
第
48
号

　町
道
の
認
定※

第
１
審
議
（
10
月
18
日
）

◆
建
設
課

問

　拡
幅
に
反
対
は
し
な
い

　が
越
坂
峠
道
路
が
町
道
に

　な
る
の
は
反
対

答

　県
が
拡
幅
工
事
す
る
条

　件
で
あ
り
、
こ
の
機
会
を

　失
う
と
拡
幅
工
事
が
出
来

　な
く
な
る
。

問

　本
来
の
機
能
を
補
償
す

　る
こ
と
を
担
保
す
べ
き
。

  

（
機
能
補
償
道
路
は
県
道
）

答

　当
面
、
有
料
化
は
な
い

　の
で
こ
れ
を
担
保
す
る
。

第
２
審
議
を
省
略
し
て

第
３
審
議（
10
月
30
日
）採
決

　賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

＊
討
論
は
７
Ｐ
に
掲
載

主
な
質
疑
応
答

議
案
第
51
号
〜
57
号
お
よ
び

議
案
第
59
号
〜
60
号

第
１
審
議
（
12
月
７
日
）

◆
総
務
課

問

　防
災
の
戸
別
受
信
機
購
入
費
補

　助
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。
最
近

　の
住
宅
事
情
で
は
、
ほ
と
ん
ど
聞

　こ
え
に
く
い
が
。

答

　一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
な

　ど
を
中
心
に
、
要
綱
に
基
づ
い
て

　来
年
度
も
継
続
し
た
い
。

◆
総
合
政
策
課

問

　「
永（
と
こ
し
え
）の
里
」
事
業

　の
農
地
転
用
に
強
引
さ
が
目
立
つ

　が
、
一
企
業
に
片
寄
っ
て
い
な
い

　の
か
。

答

　国
の
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
地

　方
創
生
推
進
交
付
金
が
決
定
し
た

　こ
と
で
事
業
が
進
む
。
行
政
は
特

　定
企
業
に
補
助
す
る
よ
う
な
こ
と

　は
出
来
な
い
。

　
　事
業
の
主
旨
か
ら
地
域
経
済
を

　牽
引
す
る
企
業
を
優
先
（
民
間
活

　用
）
す
る
。

問

　乱
開
発
防
止
の
た
め
に
準
都
市

　計
画
の
指
定
を
し
て
い
る
。

　地
域
に
ど
の
よ
う
な
経
済
効
果
を

　お
よ
ぼ
す
の
か
。

答

　地
域
の
活
性
化
や
雇
用
促
進
観

　光
に
も
有
利
と
な
る
。
さ
ら
に
醗

　酵
食
品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
。

◆
福
祉
保
健
課

問

　町
立
診
療
所
は
ど
の
よ
う
に
作

　る
の
か
。

答

　町
の
訪
問
診
療
の
動
向
を
検
討

　し
て
、
か
か
り
付
け
医
師
の
確
保

　に
務
め
た
い
。
指
定
管
理
の
経
費

　な
ど
も
検
討
し
、
年
度
内
に
結
論

　を
出
し
開
設
に
つ
な
げ
た
い
。

問

　永
平
寺
温
泉
の
濾
過
材
が
凝
固

　し
機
能
し
な
い
た
め
修
繕
を
行
う

　が
、
そ
の
他
の
機
器
に
影
響
を
及

　ぼ
さ
な
い
の
か
。

答

　温
泉
成
分
が
非
常
に
強
い
た
め

　に
５
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
発

　生
し
た
。
影
響
は
な
い
と
思
う
。

問

　指
定
管
理
料
の
見
直
し
も
必
要

　で
は
な
い
か
。

答

　31
年
の
消
費
税
改
定
の
時
に
料

　金
と
一
緒
に
指
定
管
理
料
の
見
直

　し
を
し
た
い
。

◆
商
工
観
光
課

問

　映
画「
ロ
ー
カ
ル
線
ガ
ー
ル
ズ
」

　製
作
負
担
金
は
、
ど
う
い
う
経
緯

　で
決
ま
っ
た
の
か
。

答

　勝
山
市
が
企
画
製
作
し
た
も
の

　を
勝
山
市
を
除
く
、
え
ち
鉄
沿
線

　４
市
町
が
均
等
に
負
担
す
る
も
の
。

　本
町
も
映
画
の
中
で
数
カ
所
紹
介

　さ
れ
て
い
る
。

第
２
審
議
（
12
月
11
日
）

「
地
域
未
来
投
資
促
進
事
業
」

◆
総
合
政
策
課

問

　今
回
、
初
め
て
国
の
法
制
定
に

　よ
る
事
業
取
り
組
み
で
あ
る
が
、

　具
体
的
な
雇
用
促
進
・
人
口
増
計

　画
が
あ
る
の
か
。

　今
後
も
交
付
金
申
請
が
あ
る
の

　か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
町
か
ら
の
支

　出
が
あ
る
の
か
。

　国
の
基
本
方
針
に
よ
り
行
政
と
企

　業
の
聞
の
一
連
の
流
れ
の
な
か
、

　企
業
は
い
つ
申
請
す
る
の
か
。

答

　地
域
牽
引
企
業
に
よ
り
地
元
活

　性
化
を
図
り
、
定
住
人
口
増
や
雇

　用
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　今
後
の
交
付
金
計
画
は
販
路
拡
大・

　商
品
開
発
・
プ
ラ
ン
ド
確
立
な
ど

　が
あ
る
。

　県
の
承
認
を
待
っ
て
次
の
申
請
を

　行
う
。

問

　地
域
牽
引
企
業
と
他
企
業
と
の

　連
携
を
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に
考

　え
て
い
る
の
か
。

答

　行
政
か
ら
の
働
き
か
け
で
の
事

　業
展
開
で
は
な
く
、
地
域
牽
引
企

　業
の
計
画
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。

　基
本
は
民
間
投
資
に
あ
り
、
行
政

　は
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
。少
子

　高
齢
化
の
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　質
を
落
と
さ
な
い
で
、
い
か
に
税

　収
を
上
げ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
も
企
業
の
参
入
は
不

　可
欠
で「
醗
酵
文
化
研
究
協
議
会
」

　を
通
じ
て
新
た
な
商
品
開
発
を
進

　め
、
相
乗
効
果
を
生
む
よ
う
な
方

　向
で
考
え
て
い
る
。

※

「
醗
酵
文
化
研
究
協
議
会
」
は
県

　食
品
研
究
所
・
県
立
大
学
・
関
係

　企
業
で
構
成

問

　支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
企
業
と
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議案第５７号
平成２９年度上水道事業会計補正予算について 可決
議案第５8号
債権管理条例の制定について 可決
議案第５９号
農業委員会の委員等の定数に関する条例の制定について 可決
議案第６０号
こしの国広域事務組合の解散に伴う財産処分及び事務の承継について 可決
請願第１号　日本政府に「核兵器禁止条約」への賛同と
批准を求める意見書の提出に関する請願の採決について 不採択
請願第２号
農業振興に関する請願書の採決について 採択

　の
格
差
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
　ま

た
地
域
の
分
散
に
つ
な
が
ら
な

　い
か
。

答

　町
単
事
業
で
企
業
支
援
策
も
あ
る
。

　（
上
限
５
０
０
０
万
円
）

　む
し
ろ
均
衡
あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
も

　の
と
考
え
る
。

問

　連
携
企
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

　核
に
な
る
企
業
が
進
め
る
が
、
次
第

　に
分
か
っ
て
く
る
も
の
と
思
う
。

第
３
審
議
・
採
決
（
12
月
13
日
）

議
案
第
51
号
〜
57
号

　賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

議
案
第
59
号
〜
60
号

　賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

議
案
第
58
号

　町
債
権
管
理
条
例
の
制
定

　町
債
権
管
理
条
例
の
勉
強
会
を
12
月
15

日
・
20
日
に
行
う
。

第
１
審
議
（
12
月
22
日
）

◆
税
務
課

問

　条
例
の
背
景
か
ら
目
的
を
聞
い
て
い

　る
が
、
現
年
度
徴
収
が
98
％
な
の
に
過

　去
（
過
年
度
）
の
不
適
切
な
処
理
と
は

　何
か
。

　目
標
と
事
務
の
効
率
化
は
図
れ
る
の
か
。

　条
例
制
定
に
よ
る
効
果
は
見
ら
れ
る
の

　か
。
さ
ら
に
町
民
の
利
益
は
図
れ
る
の

　か
。

　納
税
意
識
の
向
上
に
向
け
て
の
パ
ブ
リ

　ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
な
い
の
か
。

　債
権
放
棄
で
議
会
に
図
る
事
は
し
な
い

　の
か
。
大
き
い
金
額
等
は
す
る
べ
き
と

　思
う
。

　個
人
情
報
の
条
例
も
あ
り
使
途
に
つ
い

　て
の
制
限
が
な
い
。

　納
税
向
上
が
主
で
あ
る
が
過
年
度
の
徴

　収
が
上
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は

　な
い
か
。

答

　こ
の
条
例
は
課
題
解
決
の
も
の
で
、

　ほ
と
ん
ど
の
条
文
は
上
位
法
令
に
基
づ

　い
て
い
る
。
過
去
に
お
い
て
滞
納
処
分

　等
を
行
わ
な
か
っ
た
反
省
に
立
ち
、
そ

　の
目
標
・
目
的
を
明
確
に
し
て
税
・
料

　の
過
年
度
分
未
収
金
の
一
元
管
理
の
在

　り
方
に
つ
い
て
２
年
前
か
ら
取
組
ん
で

　き
た
。

　町
税
の
過
年
度
分
の
徴
収
率
は
平
成
24

　年
度
19
・
１
％
、
28
年
度
37
・
９
％
で

　２
倍
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。
料
金
に

　つ
い
て
は
不
納
欠
損
を
調
査
中
で
あ
る

　が
、
税
の
実
績
か
ら
換
算
す
る
と
約
３

　８
０
万
円
の
回
収
が
見
込
ま
れ
る
。

　債
権
を
管
理
す
る
各
課
が
、
法
に
基
づ

　く
管
理
を
す
べ
き
で
、
業
務
の
増
加
が

　見
込
ま
れ
る
が
98
％
の
善
良
な
納
税
者

　と
の
公
平
が
図
れ
る
。

　債
権
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
議

　会
に
報
告
し
、
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と

　に
な
る
。

　個
人
情
報
に
つ
い
て
は
目
的
外
使
用
が

　禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
使
用

　は
し
な
い
。

　強
制
徴
収
公
債
権
は
質
問
検
査
権
が
あ

　る
の
で
情
報
は
共
有
で
き
る
。
私
債
権

　等
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
承
諾
を
得
る
。

　19
条
は
あ
え
て
明
文
化
し
た
。
同
条
に

　よ
り
債
権
を
払
え
な
い
人
へ
の
対
応
を

　実
施
す
る
。
ま
た
時
効
に
つ
い
て
は
中

　断
を
図
っ
て
い
く
が
、
死
亡
や
行
方
不

　明
な
ど
で
徴
収
不
能
と
な
っ
た
案
件
に

　つ
い
て
は
、
積
極
的
に
欠
損
処
理
を
す

　る
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
債
権
に
つ
い
て
は
「
し
な

　け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
目
標
に
す
る
。

問

　議
会
へ
の
報
告
は
誰
が
い
つ
す
る
の

　か
。

　債
権
は
町
民
の
財
産
と
言
う
自
覚
が
あ

　る
の
か
。

答

　各
担
当
課
が
直
近
の
議
会
で
必
要
事

　項
等
の
説
明
を
行
う
。

　住
民
の
財
産
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
、

　払
え
な
い
人
に
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問

　徴
収
の
一
元
化
と
言
う
が
制
度
に
則

　し
た
徴
収
に
な
る
の
か
税
・
強
制
徴
収
公

　債
権・非
強
制
徴
収
公
債
権
・
私
債
権
を

　同
一
条
例
で
扱
う
事
で
混
乱
し
な
い
か
。

　悪
質
者
と
困
窮
者
の
区
別
が
は
っ
き
り

　し
て
い
な
い
。ま
た
滞
納
者
の
定
義
で
の

　食
い
違
い
が
あ
り
、
年
度
内
は
滞
納
者

　で
は
な
い
。
私
債
権
で
の
延
滞
金
を
今

　ま
で
徴
収
し
て
こ
な
か
っ
た
も
の
へ
の

　新
設
か
。

答

　債
権
一
元
化
は
過
去
の
反
省
も
含
め

　て
２
年
を
か
け
て
研
究
し
て
き
た
。
何

　も
し
な
け
れ
ば
税
の
時
効
は
５
年
で
あ

　る
。
納
税
し
て
い
る
人
が
納
得
で
き
る

　よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　回
収
に
つ
い
て
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要
。

　悪
質
者
か
そ
う
で
な
い
か
は
納
付
折
衝

　の
な
か
で
見
え
て
く
る
。
納
期
を
過
ぎ

　れ
ば
滞
納
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

　に
延
滞
金
は
徴
収
す
る
。

問

　訴
訟
手
続
き
等
で
１
４
０
万
円
以
下

　は
専
決
処
分
で
の
処
理
が
で
き
る
と
あ

　る
が
、
具
体
的
な
説
明
が
な
い
。裁
判
所

　を
巻
き
込
ん
で
の
取
り
立
て
に
は
問
題
。

答

　裁
判
所
の
利
用
は
最
終
手
段
で
あ
る
。

問

　債
権
の
放
棄
は
減
免
の
条
項
を
作
る

　べ
き
だ
。
19
条
で
の
救
済
は
町
の
対
応

　が
問
題
に
な
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
う

　言
う
も
の
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

答

　安
易
に
放
棄
す
る
事
の
な
い
よ
う
に
、

　各
方
面
の
方
々
と
協
議
し
て
い
く
。

　独
自
規
定
と
し
て
の
目
玉
で
、
納
付
交

　渉
で
滞
納
者
と
接
す
る
相
談
や
法
テ
ラ

　ス
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。
相
談
に

　は
同
行
し
て
い
き
た
い
。

　具
体
的
に
職
員
が
理
解
で
き
る
も
の
に

　す
る
。

問

　19
条
に
は
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
提
示

　さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
出
来
な
か
っ

　た
事
を
ど
う
や
っ
て
実
施
す
る
の
か
。

　町
民
に
も
周
知
期
間
が
必
要
で
は
な
い

　か
。

　横
断
的
な
運
用
が
理
解
で
き
な
い
。
各

　課
で
の
対
応
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　庁
内
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
が
必
要

　で
は
な
い
か
。

答

　生
活
困
窮
者
に
は
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

　の
で
、
そ
の
対
応
も
異
な
る
。
各
団
体

　と
協
力
し
て
生
活
再
建
す
べ
き
と
考
え

　る
。

　説
明
会
は
考
え
て
い
な
い
。

　債
務
者
に
す
る
と
窓
口
が
１
箇
所
の
方

　が
話
が
し
や
す
い
の
で
一
元
化
が
必
要

　と
考
え
る
。

　住
民
に
と
っ
て
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
な

　い
。
債
務
者
に
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

第
２
審
議
（
12
月
26
日
）

◆
税
務
課

問

　生
活
困
窮
者
の
対
応
は
各
課
で
協
議

　し
て
作
ら
れ
た
と
感
じ
る
。

　生
活
再
建
型
と
し
て
い
る
が
滋
賀
県
野

　洲
市
で
は
債
権
放
棄
に
重
点
を
お
い
て

　い
る
様
に
思
え
る
。

　債
権
管
理
室
の
扱
う
案
件
は
大
口
・
重

　複
債
権
・
回
収
困
難
と
し
て
お
り
、
そ

　の
他
は
各
課
で
徴
収
す
る
の
か
。
条
例

　は
理
解
し
易
い
条
文
に
す
べ
し
。

答

　平
成
28
年
か
ら
調
査
・
検
討
会
講
習

　会
・
視
察
（
野
洲
市
）
を
実
施
し
、
生

　活
再
建
を
目
指
す
も
の
。

　各
課
の
持
っ
て
い
る
債
権
の
う
ち
、
大

　口･

重
複
債
権･

回
収
困
難
な
も
の
を
一

　元
管
理
す
る
こ
と
で
効
率
化
が
図
れ
る
。

　文
言
に
つ
い
て
は
上
位
法
律
に
習
う
。

問

　債
権
管
理
室
を
作
り
対
応
す
る
と
す

　る
が
、
条
例
の
条
文
が
変
更
出
来
な
い

　こ
と
や
４
月
か
ら
施
行
す
る
な
ど
、
作

　る
過
程
で
問
題
が
あ
る
。
条
例
と
マ
ニ

　ュ
ア
ル
は
並
行
し
て
作
る
べ
き
。
今
ま

　で
担
当
課
が
実
施
出
来
な
か
っ
た
理
由

　を
明
確
に
す
る
べ
き
だ
。

答

　本
会
議
上
程
後
に
文
言
の
変
更
は
で

　き
な
い
。

　債
権
管
理
室
は
平
成
29
年
か
ら
税
務
課

　内
に
設
置
し
勉
強
会
も
開
催
し
た
。
債

　権
管
理
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
条
例

　が
制
定
後
に
策
定
す
る
。

　過
年
度
分
の
回
収
困
難
な
債
権
は
、
各

　課
で
の
対
応
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
債

　権
管
理
室
一
元
化
す
る
。

問

　債
権
管
理
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、

　納
め
ら
れ
な
い
人
へ
の
サ
ー
ポ
ー
ト
で

　は
不
安
も
あ
る
。
安
易
に
管
理
室
に
廻

　さ
れ
な
い
か
、
本
税
の
減
免
規
定
を
明

　示
す
べ
き
。

　町
の
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
が
出
て
く
る
心

　配
が
あ
る
。納
税
と
人
権
は
別
で
あ
る
。

答

　上
位
法
か
ら
外
れ
た
条
例
は
出
来
な

　い
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
反
映
出
来
る

　も
の
は
や
り
た
い
。

　サ
ー
ビ
ス
の
制
限
は
本
案
例
で
は
提
示

　し
て
い
な
い
。

問

　不
納
欠
損
は
い
つ
・
ど
こ
で
行
う
の

　か
。
ま
た
、
本
条
例
の
広
報
は
ど
の
様

　に
行
う
の
か
。

答

　科
目
・
金
額
を
決
算
で
報
告
し
た
い
。

　住
民
に
わ
か
り
や
す
い
広
報
に
努
め
た

　い
。

第
３
審
議
（
12
月
26
日
）

◇
動
議

　全
て
が
悪
い
と
は
言
わ
な
い
が
同
条
例

に
意
見
書
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
る
。

採
決
の
結
果
、
反
対
多
数
に
よ
り
否
決

採
決　賛

成
多
数
に
よ
り
可
決

請
願
第
１
号

　日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
業
約
」
へ

の
賛
同
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願
の
採
択
に
つ
い
て

　賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

請
願
第
２
号

　農
業
振
興
に
関
す
る
譜
願
書
の
採
択
に

つ
い
て

　賛
成
多
数
に
よ
り
採
択

（国補助　１/２）

※

町
道
の
認
定
と
は

　県が
越
坂
地
区
に
入
る
交

　差点
進
入
路
の
拡
幅
工
事

　を行
い
、
越
坂
峠
の
道
路

　（県
道
）
を
一
部
改
修
後

　
町
道
に
す
る
議
案
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主
な
質
疑
応
答

議
案
第
51
号
〜
57
号
お
よ
び

議
案
第
59
号
〜
60
号

第
１
審
議
（
12
月
７
日
）

◆
総
務
課

問

　防
災
の
戸
別
受
信
機
購
入
費
補

　助
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。
最
近

　の
住
宅
事
情
で
は
、
ほ
と
ん
ど
聞

　こ
え
に
く
い
が
。

答

　一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
な

　ど
を
中
心
に
、
要
綱
に
基
づ
い
て

　来
年
度
も
継
続
し
た
い
。

◆
総
合
政
策
課

問

　「
永（
と
こ
し
え
）の
里
」
事
業

　の
農
地
転
用
に
強
引
さ
が
目
立
つ

　が
、
一
企
業
に
片
寄
っ
て
い
な
い

　の
か
。

答

　国
の
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
地

　方
創
生
推
進
交
付
金
が
決
定
し
た

　こ
と
で
事
業
が
進
む
。
行
政
は
特

　定
企
業
に
補
助
す
る
よ
う
な
こ
と

　は
出
来
な
い
。

　
　事
業
の
主
旨
か
ら
地
域
経
済
を

　牽
引
す
る
企
業
を
優
先
（
民
間
活

　用
）
す
る
。

問

　乱
開
発
防
止
の
た
め
に
準
都
市

　計
画
の
指
定
を
し
て
い
る
。

　地
域
に
ど
の
よ
う
な
経
済
効
果
を

　お
よ
ぼ
す
の
か
。

答

　地
域
の
活
性
化
や
雇
用
促
進
観

　光
に
も
有
利
と
な
る
。
さ
ら
に
醗

　酵
食
品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
。

◆
福
祉
保
健
課

問

　町
立
診
療
所
は
ど
の
よ
う
に
作

　る
の
か
。

答

　町
の
訪
問
診
療
の
動
向
を
検
討

　し
て
、
か
か
り
付
け
医
師
の
確
保

　に
務
め
た
い
。
指
定
管
理
の
経
費

　な
ど
も
検
討
し
、
年
度
内
に
結
論

　を
出
し
開
設
に
つ
な
げ
た
い
。

問

　永
平
寺
温
泉
の
濾
過
材
が
凝
固

　し
機
能
し
な
い
た
め
修
繕
を
行
う

　が
、
そ
の
他
の
機
器
に
影
響
を
及

　ぼ
さ
な
い
の
か
。

答

　温
泉
成
分
が
非
常
に
強
い
た
め

　に
５
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
発

　生
し
た
。
影
響
は
な
い
と
思
う
。

問

　指
定
管
理
料
の
見
直
し
も
必
要

　で
は
な
い
か
。

答

　31
年
の
消
費
税
改
定
の
時
に
料

　金
と
一
緒
に
指
定
管
理
料
の
見
直

　し
を
し
た
い
。

◆
商
工
観
光
課

問

　映
画「
ロ
ー
カ
ル
線
ガ
ー
ル
ズ
」

　製
作
負
担
金
は
、
ど
う
い
う
経
緯

　で
決
ま
っ
た
の
か
。

答

　勝
山
市
が
企
画
製
作
し
た
も
の

　を
勝
山
市
を
除
く
、
え
ち
鉄
沿
線

　４
市
町
が
均
等
に
負
担
す
る
も
の
。

　本
町
も
映
画
の
中
で
数
カ
所
紹
介

　さ
れ
て
い
る
。

第
２
審
議
（
12
月
11
日
）

「
地
域
未
来
投
資
促
進
事
業
」

◆
総
合
政
策
課

問

　今
回
、
初
め
て
国
の
法
制
定
に

　よ
る
事
業
取
り
組
み
で
あ
る
が
、

　具
体
的
な
雇
用
促
進
・
人
口
増
計

　画
が
あ
る
の
か
。

　今
後
も
交
付
金
申
請
が
あ
る
の

　か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
町
か
ら
の
支

　出
が
あ
る
の
か
。

　国
の
基
本
方
針
に
よ
り
行
政
と
企

　業
の
聞
の
一
連
の
流
れ
の
な
か
、

　企
業
は
い
つ
申
請
す
る
の
か
。

答

　地
域
牽
引
企
業
に
よ
り
地
元
活

　性
化
を
図
り
、
定
住
人
口
増
や
雇

　用
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　今
後
の
交
付
金
計
画
は
販
路
拡
大・

　商
品
開
発
・
プ
ラ
ン
ド
確
立
な
ど

　が
あ
る
。

　県
の
承
認
を
待
っ
て
次
の
申
請
を

　行
う
。

問

　地
域
牽
引
企
業
と
他
企
業
と
の

　連
携
を
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に
考

　え
て
い
る
の
か
。

答

　行
政
か
ら
の
働
き
か
け
で
の
事

　業
展
開
で
は
な
く
、
地
域
牽
引
企

　業
の
計
画
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。

　基
本
は
民
間
投
資
に
あ
り
、
行
政

　は
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
。少
子

　高
齢
化
の
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　質
を
落
と
さ
な
い
で
、
い
か
に
税

　収
を
上
げ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
も
企
業
の
参
入
は
不

　可
欠
で「
醗
酵
文
化
研
究
協
議
会
」

　を
通
じ
て
新
た
な
商
品
開
発
を
進

　め
、
相
乗
効
果
を
生
む
よ
う
な
方

　向
で
考
え
て
い
る
。

※

「
醗
酵
文
化
研
究
協
議
会
」
は
県

　食
品
研
究
所
・
県
立
大
学
・
関
係

　企
業
で
構
成

問

　支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
企
業
と

　の
格
差
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
　ま

た
地
域
の
分
散
に
つ
な
が
ら
な

　い
か
。

答

　町
単
事
業
で
企
業
支
援
策
も
あ
る
。

　（
上
限
５
０
０
０
万
円
）

　む
し
ろ
均
衡
あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
も

　の
と
考
え
る
。

問

　連
携
企
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

　核
に
な
る
企
業
が
進
め
る
が
、
次
第

　に
分
か
っ
て
く
る
も
の
と
思
う
。

第
３
審
議
・
採
決
（
12
月
13
日
）

議
案
第
51
号
〜
57
号

　賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

議
案
第
59
号
〜
60
号

　賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

議
案
第
58
号

　町
債
権
管
理
条
例
の
制
定

　町
債
権
管
理
条
例
の
勉
強
会
を
12
月
15

日
・
20
日
に
行
う
。

第
１
審
議
（
12
月
22
日
）

◆
税
務
課

問

　条
例
の
背
景
か
ら
目
的
を
聞
い
て
い

　る
が
、
現
年
度
徴
収
が
98
％
な
の
に
過

　去
（
過
年
度
）
の
不
適
切
な
処
理
と
は

　何
か
。

　目
標
と
事
務
の
効
率
化
は
図
れ
る
の
か
。

　条
例
制
定
に
よ
る
効
果
は
見
ら
れ
る
の

　か
。
さ
ら
に
町
民
の
利
益
は
図
れ
る
の

　か
。

　納
税
意
識
の
向
上
に
向
け
て
の
パ
ブ
リ

　ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
な
い
の
か
。

　債
権
放
棄
で
議
会
に
図
る
事
は
し
な
い

　の
か
。
大
き
い
金
額
等
は
す
る
べ
き
と

　思
う
。

　個
人
情
報
の
条
例
も
あ
り
使
途
に
つ
い

　て
の
制
限
が
な
い
。

　納
税
向
上
が
主
で
あ
る
が
過
年
度
の
徴

　収
が
上
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は

　な
い
か
。

答

　こ
の
条
例
は
課
題
解
決
の
も
の
で
、

　ほ
と
ん
ど
の
条
文
は
上
位
法
令
に
基
づ

　い
て
い
る
。
過
去
に
お
い
て
滞
納
処
分

　等
を
行
わ
な
か
っ
た
反
省
に
立
ち
、
そ

　の
目
標
・
目
的
を
明
確
に
し
て
税
・
料

　の
過
年
度
分
未
収
金
の
一
元
管
理
の
在

　り
方
に
つ
い
て
２
年
前
か
ら
取
組
ん
で

　き
た
。

　町
税
の
過
年
度
分
の
徴
収
率
は
平
成
24

　年
度
19
・
１
％
、
28
年
度
37
・
９
％
で

　２
倍
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。
料
金
に

　つ
い
て
は
不
納
欠
損
を
調
査
中
で
あ
る

　が
、
税
の
実
績
か
ら
換
算
す
る
と
約
３

　８
０
万
円
の
回
収
が
見
込
ま
れ
る
。

　債
権
を
管
理
す
る
各
課
が
、
法
に
基
づ

　く
管
理
を
す
べ
き
で
、
業
務
の
増
加
が

　見
込
ま
れ
る
が
98
％
の
善
良
な
納
税
者

　と
の
公
平
が
図
れ
る
。

　債
権
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
議

　会
に
報
告
し
、
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と

　に
な
る
。

　個
人
情
報
に
つ
い
て
は
目
的
外
使
用
が

　禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
使
用

　は
し
な
い
。

　強
制
徴
収
公
債
権
は
質
問
検
査
権
が
あ

　る
の
で
情
報
は
共
有
で
き
る
。
私
債
権

　等
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
承
諾
を
得
る
。

　19
条
は
あ
え
て
明
文
化
し
た
。
同
条
に

　よ
り
債
権
を
払
え
な
い
人
へ
の
対
応
を

　実
施
す
る
。
ま
た
時
効
に
つ
い
て
は
中

　断
を
図
っ
て
い
く
が
、
死
亡
や
行
方
不

　明
な
ど
で
徴
収
不
能
と
な
っ
た
案
件
に

　つ
い
て
は
、
積
極
的
に
欠
損
処
理
を
す

　る
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
債
権
に
つ
い
て
は
「
し
な

　け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
目
標
に
す
る
。

問

　議
会
へ
の
報
告
は
誰
が
い
つ
す
る
の

　か
。

　債
権
は
町
民
の
財
産
と
言
う
自
覚
が
あ

　る
の
か
。

答

　各
担
当
課
が
直
近
の
議
会
で
必
要
事

　項
等
の
説
明
を
行
う
。

　住
民
の
財
産
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
、

　払
え
な
い
人
に
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問

　徴
収
の
一
元
化
と
言
う
が
制
度
に
則

　し
た
徴
収
に
な
る
の
か
税
・
強
制
徴
収
公

　債
権・非
強
制
徴
収
公
債
権
・
私
債
権
を

　同
一
条
例
で
扱
う
事
で
混
乱
し
な
い
か
。

　悪
質
者
と
困
窮
者
の
区
別
が
は
っ
き
り

　し
て
い
な
い
。ま
た
滞
納
者
の
定
義
で
の

　食
い
違
い
が
あ
り
、
年
度
内
は
滞
納
者

　で
は
な
い
。
私
債
権
で
の
延
滞
金
を
今

　ま
で
徴
収
し
て
こ
な
か
っ
た
も
の
へ
の

　新
設
か
。

答

　債
権
一
元
化
は
過
去
の
反
省
も
含
め

　て
２
年
を
か
け
て
研
究
し
て
き
た
。
何

　も
し
な
け
れ
ば
税
の
時
効
は
５
年
で
あ

　る
。
納
税
し
て
い
る
人
が
納
得
で
き
る

　よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　回
収
に
つ
い
て
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要
。

　悪
質
者
か
そ
う
で
な
い
か
は
納
付
折
衝

　の
な
か
で
見
え
て
く
る
。
納
期
を
過
ぎ

　れ
ば
滞
納
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

　に
延
滞
金
は
徴
収
す
る
。

問

　訴
訟
手
続
き
等
で
１
４
０
万
円
以
下

　は
専
決
処
分
で
の
処
理
が
で
き
る
と
あ

　る
が
、
具
体
的
な
説
明
が
な
い
。裁
判
所

　を
巻
き
込
ん
で
の
取
り
立
て
に
は
問
題
。

答

　裁
判
所
の
利
用
は
最
終
手
段
で
あ
る
。

問

　債
権
の
放
棄
は
減
免
の
条
項
を
作
る

　べ
き
だ
。
19
条
で
の
救
済
は
町
の
対
応

　が
問
題
に
な
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
う

　言
う
も
の
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

答

　安
易
に
放
棄
す
る
事
の
な
い
よ
う
に
、

　各
方
面
の
方
々
と
協
議
し
て
い
く
。

　独
自
規
定
と
し
て
の
目
玉
で
、
納
付
交

　渉
で
滞
納
者
と
接
す
る
相
談
や
法
テ
ラ

　ス
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。
相
談
に

　は
同
行
し
て
い
き
た
い
。

　具
体
的
に
職
員
が
理
解
で
き
る
も
の
に

　す
る
。

問

　19
条
に
は
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
提
示

　さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
出
来
な
か
っ

　た
事
を
ど
う
や
っ
て
実
施
す
る
の
か
。

　町
民
に
も
周
知
期
間
が
必
要
で
は
な
い

　か
。

　横
断
的
な
運
用
が
理
解
で
き
な
い
。
各

　課
で
の
対
応
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　庁
内
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
が
必
要

　で
は
な
い
か
。

答

　生
活
困
窮
者
に
は
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

　の
で
、
そ
の
対
応
も
異
な
る
。
各
団
体

　と
協
力
し
て
生
活
再
建
す
べ
き
と
考
え

　る
。

　説
明
会
は
考
え
て
い
な
い
。

　債
務
者
に
す
る
と
窓
口
が
１
箇
所
の
方

　が
話
が
し
や
す
い
の
で
一
元
化
が
必
要

　と
考
え
る
。

　住
民
に
と
っ
て
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
な

　い
。
債
務
者
に
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

第
２
審
議
（
12
月
26
日
）

◆
税
務
課

問

　生
活
困
窮
者
の
対
応
は
各
課
で
協
議

　し
て
作
ら
れ
た
と
感
じ
る
。

　生
活
再
建
型
と
し
て
い
る
が
滋
賀
県
野

　洲
市
で
は
債
権
放
棄
に
重
点
を
お
い
て

　い
る
様
に
思
え
る
。

　債
権
管
理
室
の
扱
う
案
件
は
大
口
・
重

　複
債
権
・
回
収
困
難
と
し
て
お
り
、
そ

　の
他
は
各
課
で
徴
収
す
る
の
か
。
条
例

　は
理
解
し
易
い
条
文
に
す
べ
し
。

答

　平
成
28
年
か
ら
調
査
・
検
討
会
講
習

　会
・
視
察
（
野
洲
市
）
を
実
施
し
、
生

　活
再
建
を
目
指
す
も
の
。

　各
課
の
持
っ
て
い
る
債
権
の
う
ち
、
大

　口･

重
複
債
権･

回
収
困
難
な
も
の
を
一

　元
管
理
す
る
こ
と
で
効
率
化
が
図
れ
る
。

　文
言
に
つ
い
て
は
上
位
法
律
に
習
う
。

問

　債
権
管
理
室
を
作
り
対
応
す
る
と
す

　る
が
、
条
例
の
条
文
が
変
更
出
来
な
い

　こ
と
や
４
月
か
ら
施
行
す
る
な
ど
、
作

　る
過
程
で
問
題
が
あ
る
。
条
例
と
マ
ニ

　ュ
ア
ル
は
並
行
し
て
作
る
べ
き
。
今
ま

　で
担
当
課
が
実
施
出
来
な
か
っ
た
理
由

　を
明
確
に
す
る
べ
き
だ
。

答

　本
会
議
上
程
後
に
文
言
の
変
更
は
で

　き
な
い
。

　債
権
管
理
室
は
平
成
29
年
か
ら
税
務
課

　内
に
設
置
し
勉
強
会
も
開
催
し
た
。
債

　権
管
理
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
条
例

　が
制
定
後
に
策
定
す
る
。

　過
年
度
分
の
回
収
困
難
な
債
権
は
、
各

　課
で
の
対
応
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
債

　権
管
理
室
一
元
化
す
る
。

問

　債
権
管
理
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、

　納
め
ら
れ
な
い
人
へ
の
サ
ー
ポ
ー
ト
で

　は
不
安
も
あ
る
。
安
易
に
管
理
室
に
廻

　さ
れ
な
い
か
、
本
税
の
減
免
規
定
を
明

　示
す
べ
き
。

　町
の
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
が
出
て
く
る
心

　配
が
あ
る
。納
税
と
人
権
は
別
で
あ
る
。

答

　上
位
法
か
ら
外
れ
た
条
例
は
出
来
な

　い
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
反
映
出
来
る

　も
の
は
や
り
た
い
。

　サ
ー
ビ
ス
の
制
限
は
本
案
例
で
は
提
示

　し
て
い
な
い
。

問

　不
納
欠
損
は
い
つ
・
ど
こ
で
行
う
の

　か
。
ま
た
、
本
条
例
の
広
報
は
ど
の
様

　に
行
う
の
か
。

答

　科
目
・
金
額
を
決
算
で
報
告
し
た
い
。

　住
民
に
わ
か
り
や
す
い
広
報
に
努
め
た

　い
。

第
３
審
議
（
12
月
26
日
）

◇
動
議

　全
て
が
悪
い
と
は
言
わ
な
い
が
同
条
例

に
意
見
書
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
る
。

採
決
の
結
果
、
反
対
多
数
に
よ
り
否
決

採
決　賛

成
多
数
に
よ
り
可
決

請
願
第
１
号

　日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
業
約
」
へ

の
賛
同
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願
の
採
択
に
つ
い
て

　賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

請
願
第
２
号

　農
業
振
興
に
関
す
る
譜
願
書
の
採
択
に

つ
い
て

　賛
成
多
数
に
よ
り
採
択

反
対
討
論

　
　上
田

　
　誠

　越
坂
入
口
交
差
点
の
拡
幅
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
も
の
で
な
く
、

む
し
ろ
賛
成
で
あ
り
推
進
の
立
場

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
引
き

替
え
に
県
道
を
町
道
に
格
下
げ
る

こ
と
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
中
部

縦
貫
道
の
機
能
補
償
道
路
と
し
て

の
県
と
の
約
束
か
ら
鑑
み
て
反
対

で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
　江
守

　
　勲

　こ
の
町
道
認
定
は
、
地
元
の
数

十
年
来
の
要
望
事
項
で
あ
り
、
行

政
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
い

と
の
こ
と
で
拡
幅
第
一
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　ま
た
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が

有
料
化
さ
れ
た
場
合
の
機
能
補
償

は
、
町
道
認
定
後
に
中
部
縦
貫
自

動
車
道
と
重
用
す
る
と
県
土
木
か

ら
回
答
を
得
て
お
り
、
こ
れ
が
担

保
と
な
る
の
で
町
道
認
定
に
賛
成

す
る
。

賛
成
討
論

　
　川
治

　孝
行

　京
善
・
原
目
線
の
越
坂
地
区
へ

の
進
入
道
路
は
、
現
況
幅
員
が
狭

く
緊
急
時
の
緊
急
救
急
車
両
や
大

型
車
両
の
進
入
が
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
避
難
道
路
の
拡
幅
整
備
は

自
然
災
害
や
火
災
等
か
ら
生
命
財

産
を
守
り
民
生
安
定
に
も
繋
が

る
。
ま
た
、
福
井
に
近
く
土
地
も

安
い
の
で
将
来
の
人
口
増
に
繋
が

る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
町

道
認
定
に
つ
い
て
」
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　債
権
管
理
の
必
要
性
は
認
め
る

が
、
滞
納
の
全
体
状
況
が
分
か
ら

な
い
中
で
新
た
な
条
例
の
必
要
性

は
見
え
な
い
。

　条
文
中
に
も
、
安
易
に
扱
わ
れ

る
可
能
性
や
、
納
税
相
談
の
明
記

が
な
い
こ
と
。
生
活
再
建
型
と
い

う
が
、
本
税
の
減
免
に
つ
い
て
は

一
切
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
裁
判

所
の
安
易
な
利
用
等
々
と
問
題
は

多
い
。

　新
し
い
条
例
だ
け
に
議
会
で
の

十
分
な
調
査･

研
究
が
必
要
だ
。

賛
成
討
論

　
　伊
藤

　博
夫

　町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
で
は

自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
で
、
そ

れ
に
は
公
正
で
公
平
な
負
担
が
必

要
で
あ
る
。
生
活
困
窮
者
に
は
救

町
道
認
定
に
つ
い
て

町
道
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

議
案
第
48
号

債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
５8
号

議
案
第
５8
号

済
を
示
し
て
い
る
。
悪
質
者
に
は
そ
れ

な
り
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

反
対
討
論

　
　
　滝
波
登
喜
男

　督
促
、
延
滞
金
等
が
出
て
く
る
若
者

定
住
を
進
め
て
い
る
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
は
、
ロ
ー
ン
や
リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
家

を
手
放
し
て
い
る
人
も
い
る
。
全
体
に

強
制
的
な
処
理
に
な
ら
な
い
か
不
安
が

多
い
。

賛
成
討
論

　
　
　長
岡
千
惠
子

　98
％
の
納
税
者
か
ら
見
れ
ば
悪
質
滞

納
者
も
生
活
困
窮
者
も
、
そ
の
債
権
を

一
元
化
し
て
一
日
で
も
早
く
納
税
で
き

る
立
場
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。

反
対
討
論

　
　
　上
田

　
　誠

　条
例
は
債
権
管
理
面
だ
け
で
な
く
生

活
困
窮
者
の
生
活
再
建
の
明
記
は
評
価

す
る
。
施
行
に
あ
た
り
①
住
民
相
談
窓

口
の
設
置
②
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
③
債
権

管
理
委
員
会
体
制
整
備
④
住
民
理
解
の

向
上
に
つ
い
て
意
見
を
恭
え
る
こ
と
が

出
来
な
い
こ
と
に
よ
り
反
対
を
せ
ざ
る

得
な
い
。

賛
成
討
論

　
　
　中
村
勘
太
郎

　町
税
行
政
事
務
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
反
省
も
踏
ま
え
こ
の
新
た
な
債
権
管

理
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
生
活

困
窮
状
態
の
更
な
る
悪
化
を
予
防
す
る

た
め
、
福
祉
関
係
部
局
等
々
と
連
携

し
、
救
済
す
る
制
度
と
解
し
ま
す
。
た

だ
た
だ
税
を
徴
収
す
る
こ
と
を
目
的
に

す
る
条
例
制
定
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

賛
成
意
見
と
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　
　
　奥
野

　正
司

　Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
講
演
会
で
、
経
産

省
審
議
官
は
「
永
平
寺
町
に
は
課
題
解

決
の
種
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
町
の
姿

勢
を
評
価
し
た
。
取
材
記
者
は
本
町
職

員
か
ら
、
今
私
た
ち
が
や
ら
ね
ば
誰
が

や
る
と
い
う
町
創
生
の
気
概
を
感
じ
た

と
書
い
て
い
る
。
税
務
課
と
各
債
権
所

管
課
の
仲
間
達
が
町
の
将
来
の
為
に
、

積
年
の
悪
弊
を
今
改
革
す
る
と
汗
を
流

し
整
理
体
系
化
し
た
本
条
例
制
定
に
賛

成
。

反
対
討
論

　
　
　金
元

　直
栄

　今
回
の
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
条

例
は
、
政
府
の
岩
盤
規
制
を
つ
き
崩
す

と
い
う
方
針
の
も
と
、
農
地
法
等
に
権

限
を
持
つ
農
業
委
員
会
の
委
員
を
公
選

か
ら
町
長
の
任
命
制
と
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
の
制
度
に
基
づ
く
委
員
の
定

数
、
権
限
の
縮
小
に
つ
い
て
は
反
対
す

る
。

賛
成
討
論

　
　
　江
守

　
　勲

　国
の
法
改
正
に
よ
り
、
農
地
等
利
用

の
最
適
化
推
進
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
出
来
る
者
が
確
実
に
選
ば
れ

る
よ
う
公
選
制
を
廃
止
し
、
首
長
の
任

命
制
を
導
入
し
議
会
の
同
意
を
得
る
事

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
永
平
寺
町
で

は
、
農
地
集
積
率
が
約
50
％
と
県
内
で

も
低
い
状
態
で
、
集
積
率
を
上
げ
る
為

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
た

に
設
け
取
り
組
む
と
し
て
お
り
こ
の
条

例
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　上
田

　
　誠

　核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
賛
同
と
批
准

は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
と
し
て

世
界
の
世
論
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、

核
兵
器
廃
絶
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

実
現
す
る
た
め
に
国
連
で
１
２
２
ヶ
国

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
こ
の
条
約
に
参

加
し
、
先
頭
に
立
つ
べ
き
と
考
え
賛
成

す
る
。

反
対
討
論

　
　
　川
崎

　直
文

　核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
非
核
兵
器
国

の
多
く
の
国
が
参
加
を
見
送
り
、
加
え

て
、
核
兵
器
保
有
国
の
参
加
が
な
く
、

条
約
そ
の
も
の
影
響
力
、
実
効
性
に
乏

し
い
。

　今
の
日
本
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
現
実
的
で
な
い
こ

の
条
約
へ
の
参
加
で
な
く
、
核
保
有
国

と
非
核
保
有
国
と
の
対
立
を
解
消
す
る

橋
渡
し
で
あ
り
、
特
に
核
保
有
国
へ
の

働
き
か
け
で
あ
る
。

請
願
第
１
号
に
反
対
。

賛
成
討
論

　
　
　金
元

　直
栄

　北
朝
鮮
問
題
が
あ
る
か
ら
核
兵
器
は

必
要
だ
と
。
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
核
の

傘
に
し
が
み
つ
く
が
、
核
兵
器
に
核
は

人
類
の
滅
亡
を
意
味
す
る
。
国
連
で
は

多
く
の
国
々
が
参
加
し
て
「
核
兵
器
の

禁
止
」
を
宣
言
し
た
。

　国
連
で
の
決
議
は
こ
れ
ま
で
、
毒
ガ

ス
、
地
雷
、
プ
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
な
ど
、

残
忍
兵
器
禁
止
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

　国
の
方
針
と
違
う
か
ら
な
ど
の
口
実

で
反
対
す
る
こ
と
は
止
め
る
べ
き
だ
。

被
爆
国
日
本
の
参
加
こ
そ
意
義
が
あ

る
。
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請
願
第
２
号
・
農
業
振
興
に
関
す
る
請
願
を
採
択

　本
委
員
会
は
、
12
月
８
日
（
金
）
に
全
委
員
出

席
の
も
と
開
催
し
、
今
議
会
に
て
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
２
件
、
陳
情
１

件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
た
。

請
願
第
１
号

　日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
へ
の
賛
同

と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

の
採
択
に
つ
い
て

請
願
第
２
号

　農
業
振
興
に
関
す
る
請
願
書
の
採
択
に
つ
い
て

継
続
審
査

　陳
情
第
２
号

　フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
が
困
難
な
中
、

特
急
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
「
し
ら
さ
ぎ
」
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

【
主
な
意
見
】

　請
願
第
１
号
の
文
章
の
中
に
、
ア
メ
リ
カ
の
核

の
傘
か
ら
の
離
脱
と
あ
る
が
、
現
在
、
北
朝
鮮
に

よ
る
核
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
進
ん
で
お
り
、
核
の
脅

威
が
増
し
て
い
る
中
で
核
抑
止
力
を
放
棄
す
る
こ

と
は
現
実
的
に
出
来
な
い
の
で
、
不
採
択
と
す
べ

き
。　日

本
政
府
は
、
核
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防
止
条
約
）
の
批
准
と
体
制
強

化
を
国
連
で
推
進
し
て
お
り
、
核
保
有
国
が
参
加

し
て
い
な
い
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
現
実
的
に
実

行
力
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
核
保
有
国
と
非
核
保
有

国
の
溝
を
深
め
る
だ
け
と
の
日
本
政
府
の
判
断
を

尊
重
し
、
不
採
択
と
す
べ
き
。

　請
願
第
２
号
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
米
の
生
産

調
整
の
見
直
し
に
よ
り
個
別
所
得
保
障
が
な
く
な

り
、
米
の
過
剰
供
給
に
よ
る
米
価
の
下
落
や
担
い

手
不
足
等
を
考
慮
し
こ
の
請
願
を
採
択
す
べ
き
。

　継
続
審
査

　陳
情
第
２
号
は
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
慎
重
に
審
査
す
る
の
が
妥
当
と
の
意
見

が
多
く
、
継
続
審
査
と
す
べ
き
。

【
少
数
意
見
】

　請
願
第
１
号

　核
兵
器
は
人
道
的
な
見
地
か
ら

も
無
く
す
べ
き
で
、
被
爆
国
の
日
本
が
声
を
あ
げ

る
べ
き
で
採
択
す
べ
き
。

　陳
情
第
２
号

　負
担
金
の
担
保
が
取
れ
て
い
な

い
の
で
不
採
択
に
す
る
べ
き
。

【
採
決
結
果
・
付
帯
意
見
】

　請
願
第
１
号

　反
対
多
数
で
不
採
択

　請
願
第
２
号

　賛
成
多
数
で
採
択

　継
続
審
査

　
　陳
情
第
２
号

　継
続
審
査

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　委
員
長

　江
守

　
　勲

9

年
度
か
ら
米
の
生
産

調
整
の
見
直
し
に
よ
り
個
別
所
得
保
障
が
な
く
な

り
、
米
の
過
剰
供
給
に
よ
る
米
価
の
下
落
や
担
い

手
不
足
等
を
考
慮
し
こ
の
請
願
を
採
択
す
べ
き
。

　陳
情
第
２
号
は
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
慎
重
に
審
査
す
る
の
が
妥
当
と
の
意
見

　核
兵
器
は
人
道
的
な
見
地
か
ら

も
無
く
す
べ
き
で
、
被
爆
国
の
日
本
が
声
を
あ
げ

　負
担
金
の
担
保
が
取
れ
て
い
な

江
守

　
　勲

地
域
振
興
会
の
現
状
に
つ
い
て
等
を
協
議

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　委
員
長

　川
崎

　直
文

　12
月
８
日
（
金
）
開
催
の
委
員
会
で
三
つ
項
目
を
協
議
し
た
。

一
、
池
田
中
学
校
生
の
対
応
を
ふ
ま
え
、
当
町
の
今
後
の
対
応
に

　
　つ
い
て

　・
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
息
苦
し
く
な
っ
て
い
な

　
　い
か
。

　（
行
政
）
一
人
ひ
と
り
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
指
導
を
行
っ
て

　
　い
る
。

二
、
地
域
振
興
会
の
現
状
に
つ
い
て

　・
行
政
、
議
会
、
公
民
館
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
地
域
振
興
会
の

　
　立
ち
上
げ
を
。

　（
行
政
）
議
会
と
の
協
働
を
お
願
い
し
た
い
。

三
、
障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
支
援
と
地
域
生
活
支
援
の
推
進
に

　
　つ
い
て

　・
障
が
い
者
支
援

　
　施
設
を
他
の
自

　
　治
体
に
依
存
し

　
　て
い
る
だ
け
な

　
　の
か
。

　（
行
政
）
町
内
に

　
　就
労
施
設
の
動

　
　き
が
あ
る
。
地

　
　元
理
解
の
協
力

　
　を
お
願
い
し
た

　
　い
。

地区振興連絡協議が設立されていない地区

稲刈り風景

反
対
討
論

　
　上
田

　
　誠

　越
坂
入
口
交
差
点
の
拡
幅
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
も
の
で
な
く
、

む
し
ろ
賛
成
で
あ
り
推
進
の
立
場

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
引
き

替
え
に
県
道
を
町
道
に
格
下
げ
る

こ
と
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
中
部

縦
貫
道
の
機
能
補
償
道
路
と
し
て

の
県
と
の
約
束
か
ら
鑑
み
て
反
対

で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
　江
守

　
　勲

　こ
の
町
道
認
定
は
、
地
元
の
数

十
年
来
の
要
望
事
項
で
あ
り
、
行

政
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
い

と
の
こ
と
で
拡
幅
第
一
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　ま
た
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が

有
料
化
さ
れ
た
場
合
の
機
能
補
償

は
、
町
道
認
定
後
に
中
部
縦
貫
自

動
車
道
と
重
用
す
る
と
県
土
木
か

ら
回
答
を
得
て
お
り
、
こ
れ
が
担

保
と
な
る
の
で
町
道
認
定
に
賛
成

す
る
。

賛
成
討
論

　
　川
治

　孝
行

　京
善
・
原
目
線
の
越
坂
地
区
へ

の
進
入
道
路
は
、
現
況
幅
員
が
狭

く
緊
急
時
の
緊
急
救
急
車
両
や
大

型
車
両
の
進
入
が
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
避
難
道
路
の
拡
幅
整
備
は

自
然
災
害
や
火
災
等
か
ら
生
命
財

産
を
守
り
民
生
安
定
に
も
繋
が

る
。
ま
た
、
福
井
に
近
く
土
地
も

安
い
の
で
将
来
の
人
口
増
に
繋
が

る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
町

道
認
定
に
つ
い
て
」
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　債
権
管
理
の
必
要
性
は
認
め
る

が
、
滞
納
の
全
体
状
況
が
分
か
ら

な
い
中
で
新
た
な
条
例
の
必
要
性

は
見
え
な
い
。

　条
文
中
に
も
、
安
易
に
扱
わ
れ

る
可
能
性
や
、
納
税
相
談
の
明
記

が
な
い
こ
と
。
生
活
再
建
型
と
い

う
が
、
本
税
の
減
免
に
つ
い
て
は

一
切
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
裁
判

所
の
安
易
な
利
用
等
々
と
問
題
は

多
い
。

　新
し
い
条
例
だ
け
に
議
会
で
の

十
分
な
調
査･

研
究
が
必
要
だ
。

賛
成
討
論

　
　伊
藤

　博
夫

　町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
で
は

自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
で
、
そ

れ
に
は
公
正
で
公
平
な
負
担
が
必

要
で
あ
る
。
生
活
困
窮
者
に
は
救

日
本
政
府
に「
核
兵
器
禁
止
業
約
」へ
の

賛
同
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
請
願
の
採
択
に
つ
い
て

日
本
政
府
に「
核
兵
器
禁
止
業
約
」へ
の

賛
同
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
請
願
の
採
択
に
つ
い
て

請
願
第
１
号

請
願
第
１
号

済
を
示
し
て
い
る
。
悪
質
者
に
は
そ
れ

な
り
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

反
対
討
論

　
　
　滝
波
登
喜
男

　督
促
、
延
滞
金
等
が
出
て
く
る
若
者

定
住
を
進
め
て
い
る
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
は
、
ロ
ー
ン
や
リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
家

を
手
放
し
て
い
る
人
も
い
る
。
全
体
に

強
制
的
な
処
理
に
な
ら
な
い
か
不
安
が

多
い
。

賛
成
討
論

　
　
　長
岡
千
惠
子

　98
％
の
納
税
者
か
ら
見
れ
ば
悪
質
滞

納
者
も
生
活
困
窮
者
も
、
そ
の
債
権
を

一
元
化
し
て
一
日
で
も
早
く
納
税
で
き

る
立
場
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。

反
対
討
論

　
　
　上
田

　
　誠

　条
例
は
債
権
管
理
面
だ
け
で
な
く
生

活
困
窮
者
の
生
活
再
建
の
明
記
は
評
価

す
る
。
施
行
に
あ
た
り
①
住
民
相
談
窓

口
の
設
置
②
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
③
債
権

管
理
委
員
会
体
制
整
備
④
住
民
理
解
の

向
上
に
つ
い
て
意
見
を
恭
え
る
こ
と
が

出
来
な
い
こ
と
に
よ
り
反
対
を
せ
ざ
る

得
な
い
。

賛
成
討
論

　
　
　中
村
勘
太
郎

　町
税
行
政
事
務
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
反
省
も
踏
ま
え
こ
の
新
た
な
債
権
管

理
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
生
活

困
窮
状
態
の
更
な
る
悪
化
を
予
防
す
る

た
め
、
福
祉
関
係
部
局
等
々
と
連
携

し
、
救
済
す
る
制
度
と
解
し
ま
す
。
た

だ
た
だ
税
を
徴
収
す
る
こ
と
を
目
的
に

す
る
条
例
制
定
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

賛
成
意
見
と
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　
　
　奥
野

　正
司

　Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
講
演
会
で
、
経
産

省
審
議
官
は
「
永
平
寺
町
に
は
課
題
解

決
の
種
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
町
の
姿

勢
を
評
価
し
た
。
取
材
記
者
は
本
町
職

員
か
ら
、
今
私
た
ち
が
や
ら
ね
ば
誰
が

や
る
と
い
う
町
創
生
の
気
概
を
感
じ
た

と
書
い
て
い
る
。
税
務
課
と
各
債
権
所

管
課
の
仲
間
達
が
町
の
将
来
の
為
に
、

積
年
の
悪
弊
を
今
改
革
す
る
と
汗
を
流

し
整
理
体
系
化
し
た
本
条
例
制
定
に
賛

成
。

反
対
討
論

　
　
　金
元

　直
栄

　今
回
の
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
条

例
は
、
政
府
の
岩
盤
規
制
を
つ
き
崩
す

と
い
う
方
針
の
も
と
、
農
地
法
等
に
権

限
を
持
つ
農
業
委
員
会
の
委
員
を
公
選

か
ら
町
長
の
任
命
制
と
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
の
制
度
に
基
づ
く
委
員
の
定

数
、
権
限
の
縮
小
に
つ
い
て
は
反
対
す

る
。

賛
成
討
論

　
　
　江
守

　
　勲

　国
の
法
改
正
に
よ
り
、
農
地
等
利
用

の
最
適
化
推
進
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
出
来
る
者
が
確
実
に
選
ば
れ

る
よ
う
公
選
制
を
廃
止
し
、
首
長
の
任

命
制
を
導
入
し
議
会
の
同
意
を
得
る
事

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
永
平
寺
町
で

は
、
農
地
集
積
率
が
約
50
％
と
県
内
で

も
低
い
状
態
で
、
集
積
率
を
上
げ
る
為

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
た

に
設
け
取
り
組
む
と
し
て
お
り
こ
の
条

例
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　上
田

　
　誠

　核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
賛
同
と
批
准

は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
と
し
て

世
界
の
世
論
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、

核
兵
器
廃
絶
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

実
現
す
る
た
め
に
国
連
で
１
２
２
ヶ
国

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
こ
の
条
約
に
参

加
し
、
先
頭
に
立
つ
べ
き
と
考
え
賛
成

す
る
。

反
対
討
論

　
　
　川
崎

　直
文

　核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
非
核
兵
器
国

の
多
く
の
国
が
参
加
を
見
送
り
、
加
え

て
、
核
兵
器
保
有
国
の
参
加
が
な
く
、

条
約
そ
の
も
の
影
響
力
、
実
効
性
に
乏

し
い
。

　今
の
日
本
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
現
実
的
で
な
い
こ

の
条
約
へ
の
参
加
で
な
く
、
核
保
有
国

と
非
核
保
有
国
と
の
対
立
を
解
消
す
る

橋
渡
し
で
あ
り
、
特
に
核
保
有
国
へ
の

働
き
か
け
で
あ
る
。

請
願
第
１
号
に
反
対
。

賛
成
討
論

　
　
　金
元

　直
栄

　北
朝
鮮
問
題
が
あ
る
か
ら
核
兵
器
は

必
要
だ
と
。
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
核
の

傘
に
し
が
み
つ
く
が
、
核
兵
器
に
核
は

人
類
の
滅
亡
を
意
味
す
る
。
国
連
で
は

多
く
の
国
々
が
参
加
し
て
「
核
兵
器
の

禁
止
」
を
宣
言
し
た
。

　国
連
で
の
決
議
は
こ
れ
ま
で
、
毒
ガ

ス
、
地
雷
、
プ
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
な
ど
、

残
忍
兵
器
禁
止
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

　国
の
方
針
と
違
う
か
ら
な
ど
の
口
実

で
反
対
す
る
こ
と
は
止
め
る
べ
き
だ
。

被
爆
国
日
本
の
参
加
こ
そ
意
義
が
あ

る
。

農
業
委
員
会
の
委
員
等
の

定
数
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
委
員
等
の

定
数
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
５９
号

議
案
第
５９
号
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一般質問

10

川 治  孝 行 議員

問 減反廃止後の対策は

答 過剰作付防止を指導する

所
お
よ
び
構
造
設
備
に
関

す
る
規
制
の
是
非
は
。

住
民
生
活
課
長　

学
校
・

病
院
・
人
家
か
ら
１
０
０

ｍ
以
上
距
離
が
あ
る
こ
と

等
の
規
制
が
あ
る
。

問　
永
平
寺
町
に
は
新
規

の
墓
地
建
設
に
つ
い
て
の

条
例
が
あ
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　

町
の
条

例
は
な
い
が
県
の
条
例
を

適
用
し
て
い
る
。

問　
現
在
町
内
で
は
、
個

人
が
自
由
に
墓
地
建
設
の

傾
向
に
あ
る
が
、
今
後
の

政
策
と
対
応
は
。

住
民
生
活
課
長　

今
後
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で

罰
則
等
も
含
め
法
令
を
尊

守
す
る
よ
う
周
知
徹
底
し

た
い
。

問　
米
、
飼
料
米
、
加
工

米
等
は
生
産
量
目
標
を
達

成
し
て
き
た
の
か
。

農
林
課
長　

転
作
が
守
ら

れ
減
反
数
量
は
確
保
さ
れ

て
い
る
。

問　
永
平
寺
町
内
で
大

手
企
業
の
「
新
米
買
い
取

り
」
は
あ
る
の
か
。

農
林
課
長　

直
販
の
売
買

は
あ
る
。
町
内
の
生
産
組

織
43
組
の
内
、
Ｊ
Ａ
に
搬

出
は
31
、
組
織
で
12
組
織

は
直
販
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

問　
減
反
廃
止
後
の
町
の

政
策
施
策
は
。

農
林
課
長　

麦
、
ソ
バ
、

等
の
転
作
作
物
の
交
付
金

は
継
続
の
見
込
み
で
、
町

の
転
作
補
助
金
も
協
議
し

て
進
め
る
。
生
産
調
整
率

は
県
の
数
値
に
基
づ
き
過

剰
作
付
と
な
ら
な
い
よ
う

指
導
す
る
。

◆
墓
地
建
設
に
つ
い
て

問　
近
年
・
過
去
に
お
い

て
個
人
か
ら
の
墓
地
建
設

の
申
請
の
是
非
は
。

住
民
生
活
課
長　

合
併
後

個
人
の
申
請
は
無
い
が
、

地
縁
団
体
が
２
件
、
宗
教

法
人
が
１
件
あ
っ
た
。

問　
墓
地
は
土
地
の
所
有

権
や
利
用
権
が
あ
れ
ば
自

由
に
設
置
出
来
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　

墓
地
建

設
が
出
来
る
の
は
、
条
例

で
地
方
公
共
団
体
、
公
益

社
団
法
人
、
公
益
財
団
法

人
、
宗
教
法
人
、
地
縁
団

体
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
墓
地
建
設
の
設
置
場

12

14

川治　孝行 … ⑪

長岡千惠子 … ⑫

小畑　　傅 … ⑫

上坂　久則 … ⑬

多田　憲治 … ⑭

朝井征一郎 … ⑭

中村勘太郎 … ⑮

奥野　正司 … ⑯

樂間　　薫 … ⑯

川崎　直文 … ⑰

江守　　勲 … ⑱

上田　　誠 … ⑱

金元　直栄 … ⑲

滝波登喜男 … ⑳

議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 ○…出席　×…欠席　△…遅刻・早退
－…員外　傍…傍聴　弔…弔事　研…研修

日　付 開催委員会等

上
坂

久
則

滝
波
登
喜
男

長
谷
川
治
人

朝
井
征
一
郎

江
守

　
勲

小
畑

　
傅

上
田

誠

金
元

直
栄

樂
間

　
薫

川
崎
　
直
文

伊
藤

博
夫

奥
野

正
司

中
村
勘
太
郎

川
治

孝
行

長
岡
千
惠
子

多
田

憲
治

齋
藤
　
則
男

10月12日 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月16日 総務産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○

10月16日 教育民生常任委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― 傍

10月18日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月18日 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月24日 全員協議会 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月30日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月30日 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月30日 議会と語ろう会 ― ○ ― 傍 ○ ○ 傍 ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 ○ ― 傍

10月31日 議会と語ろう会 ― ○ ○ ― 傍 ○ ― 傍 ○ ○ ― ― ○ 傍 ○ ○

11月8日 議会運営委員会 ― ○ ― ○ ○ 傍 ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― 傍

11月14日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月14日 議会運営委員会 ― ○ ― ○ ○ 傍 ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― 傍

11月24日 議会運営委員会 ― ○ ― ○ ○ 傍 ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― 傍

11月27日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月27日 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月27日 議会広報特別委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― 傍

12月4日 定例会(一般質問1日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月5日 定例会(一般質問2日目) △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月7日 補正予算・議案審議(1日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月7日 総務産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ― ― 傍 ○ ― ― 傍 ― ○ ― ○ ○

12月7日 教育民生常任委員会 ― ― ― ― 傍 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ―

12月11日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月11日 補正予算・議案審議(2日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月13日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月13日 補正予算・議案審議(3日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月15日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月15日 議会運営委員会 ― ○ ― ○ ○ 傍 ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― 傍

12月20日 全員協議会 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月22日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月22日 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月26日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月26日 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月26日 議会広報特別委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ―

出席回数
会議回数
出 席 率

（予定）

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、３階議場傍聴席にお越しください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★エレベーター完備

生中継傍聴にお越しください

３月 ５日 （月）10時～     ［本会議］
３月 12日 （月）10時～・ 13日（火） 13時～・ 14日（水） 10時～ ［一般質問］
３月 15日 （木）10時～   　　　　　　　　［補正予算審議・採決］
３月 16日 （木）13時～・ 19日（月） ９時～・ 20日（火） ９時～・ 23日（金）13時～
       ［当初予算審議］
３月 27日 （火）10時～   　　　　　　　　［当初予算審議・採決］
３月 28日 （水）13時～     【予備日】

３月定例会３月定例会

〈議会だより第48号〉訂正とお詫びを申し上げます。
14P　町議会クイズQ３　本町の財政調整基金はどれ位か　→　本町の財政調整基金の積み増しはどれ位か

※行政チャンネル週間番組表は、紙面の都合上、掲載できないため、各戸配布しますのでご確認下さい。

河合町長の就任は平成26年２月ですので、平成25年度決算と28年決算の比較をしています。
25年度決算額　23億6950万円　　28年度決算額　29億7888万円　　積み増し額は約６億900万円



一般質問一般質問

1213

小 畑  　 傅 議員

問

答

30年からの新たな農業方針は

意欲ある農家を積極的に応援する

問 町立診療所の進捗状況は

答 住み慣れた地域で在宅医療の推進を

長岡千惠子議員

問　
診
療
所
の
開
設
場
所

は
。

福
祉
保
健
課
長　

御
陵
地

区
で
の
開
設
を
見
込
ん
で

い
る
。

問　
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
町
立
診
療
所
が
開
設

し
て
訪
問
診
療
を
充
実
す

る
こ
と
が
必
務
。
検
討
で

は
な
く
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

診
療
所
は
大
き
な

核
に
な
る
。
将
来
に
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
に
頑
張

る
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数

　

と
場
所
で
安
心
安

　

全
か

問　
町
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数
は
。

消
防
長　

公
共
施
設
、
福

祉
施
設
等
に
43
機
。
永
平

寺
温
泉
、
道
の
駅
、
え
い

坊
県
立
大
学
に
各
１
機
。

福
井
大
学
付
属
病
院
に
22

機
。
春
日
３
丁
目
と
谷
口

区
の
自
主
防
災
組
織
に
各

１
機
の
合
計
71
機
。

問　
公
共
施
設
は
常
に
開

問　
町
立
診
療
所
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
目
的
は
。

福
祉
保
健
課
長　

在
宅
医

療
提
供
体
制
の
確
保
、
受

療
の
適
正
化
を
目
的
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
で
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
２
０
２
５
年
を

見
据
え
て
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

問　
医
療
の
体
制
は
。

福
祉
保
健
課
長　

補
正
予

算
で
調
査
委
託
料
を
計
上

し
、
本
町
の
受
療
動
向
か

ら
推
計
し
て
必
要
な
量
と

体
制
を
判
断
す
る
。

問　
訪
問
医
療
に
重
点
を

置
く
べ
き
で
は
。

福
祉
保
健
課
長　

訪
問
診

療
は
重
要
に
な
る
と
認
識

し
て
い
る
。
24
時
間
体
制

を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

問　
米
の
生
産
調
整
が
な

く
な
る
中
、
こ
れ
か
ら
も

減
反
方
針
は
続
け
る
と
の

こ
と
だ
が
、
強
制
力
を
ど

う
担
保
す
る
の
か
。

農
林
課
長　

米
価
を
守
る

た
め
減
反
で
生
産
数
量
を

守
る
こ
と
が
大
前
提
で
、

し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い

き
た
い
。

問　
町
の
畑
作
農
業
の
補

助
施
策
に
は
、
担
い
手
集

積
補
助
金
・
周
年
作
付
補

助
金
・
地
域
振
興
作
物
補

助
金
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
応
じ
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ

の
中
を
見
る
と
補
助
額
を

下
げ
た
も
の
も
あ
る
。
い

ず
れ
も
水
田
を
利
用
し
た

畑
作
を
奨
励
す
る
補
助
金

だ
が
、
ど
う
し
て
こ
う
な

る
の
か
。

農
林
課
長　
Ｊ
Ａ
と
協
議

し
な
が
ら
、
補
助
単
価
は

そ
の
年
の
農
業
情
勢
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
担
い
手
集
積
補
助
金
」

は
対
象
作
物
が
国
の
戦
力

的
に
重
要
な
作
物
と
し

て
、
国
の
補
助
支
援
が
あ

り
採
算
が
取
れ
る
と
判
断

し
下
げ
た
。
「
周
年
作
付

補
助
金
」
は
二
毛
作
で
農

地
利
用
の
向
上
を
図
り
、

作
り
や
す
い
環
境
を
整
備

し
た
。
「
地
域
振
興
作
物

補
助
金
」
は
品
質
を
良
く

し
て
、
多
く
作
っ
て
も
ら

う
為
に
、
出
荷
奨
励
金
を

充
実
し
た
。

問　
要
領
を
見
る
と
出

荷
数
量
奨
励
金
は
地
域

振
興
作
物
等
の
生
産
と
あ

る
が
、
地
域
振
興
作
物
の

み
の
奨
励
金
と
な
っ
て
い

る
。
農
家
の
中
に
は
、
い

ろ
ん
な
作
物
を
作
っ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
る
。
対
象

を
広
げ
て
も
い
い
の
で
は

と
思
う
が
。

農
林
課
長　

地
域
振
興
作

問 高齢者の足がない
　　　（交通弱者を助けろ）

答 公共交通マネジメントの実行で

上 坂  久 則 議員

問　
生
活
に
沿
っ
た
交

通
体
系
に
見
直
す
時
期

だ
が
。
独
居
世
帯
数
６
７

６
件
（
松
岡
３
６
９
件
、

永
平
寺
２
０
０
件
、
上
志

比
４
０
７
件
）
高
齢
者
に

な
っ
て
心
底
生
活
の
不
便

さ
、
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
一
人
一
人
の
生
活
実

態
に
応
え
ら
れ
る
体
制
に

す
べ
き
だ
。
健
康
施
設

（
温
泉
）
の
利
用
料
金
、

高
齢
者
入
浴
料
の 

低
減

も
含
め
て
。

町
長　

自
動
運
転
の
活
用

（
約
３
年
後
を
期
待
）
や

利
用
目
的
に
沿
っ
た
細
や

か
な
実
態
に
即
し
た
も
の

に
再
検
討
し
た
い
。

総
務
課
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
、
社
協
の
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
、
温
泉
移
動
バ
ス
、

老
人
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス

等
、
総
計
４
万
３
５
５
０

人
が
利
用
し
て
い
る
。
26

年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
に
、
利
用
者
の
声

に
応
え
る
努
力
を
す
る
。

町
長　

公
共
交
通
維
持
コ

ス
ト
１
億
数
千
万
円
要
し

て
い
る
。
公
共
交
通
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
実
行
を
す
る
。

問　
高
齢
者
の
福
祉
政
策

の
現
状
を
顧
み
て
の
判
断

は
。

福
祉
保
健
課
長　

来
る
べ

き
２
０
２
５
年
の
問
題
対

処
が
課
題
で
あ
り
、
乗
り

切
る
た
め
の
改
革
が
重
要

で
あ
る
。

問　
地
域
情
報
を
誰
が
集

め
る
の
か
（
悩
み
・
苦
し

み
等
）
。

福
祉
保
健
課
長　

生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
を
展
開

中
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
り
、
地
域
に
入

っ
て
要
望
等
を
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
地
域
の
民
生

委
員
、
社
協
の
福
祉
委
員

の
協
力
体
制
を
活
か
し
た

い
。

ＡＥＤ

館
し
て
い
な
い
。
必
要
な

時
に
使
え
な
い
。
公
共
施

設
以
外
で
設
置
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
。

消
防
長　

医
院
２
施
設
、

民
間
の
福
祉
施
設
２
施

設
、
民
間
の
事
業
所
６
事

業
所
の
設
置
。

問　
設
置
場
所
や
保
管
方

法
に
つ
い
て
考
慮
が
必
要

で
は
。

町
長　

自
主
防
災
の
補
助

金
50
％
を
利
用
し
て
区
で

の
導
入
や
保
管
方
法
も
検

物
の
４
品
目
は
、
国
・

県
・
町
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な

り
一
大
産
地
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
品
目
に
こ
だ

わ
っ
て
助
成
の
対
象
と
し

た
い
。
今
後
も
意
欲
の
あ

る
農
家
を
応
援
し
た
い
。

討
し
て
ほ
し
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

学
校
教
育
支
援
員

の
雇
用
形
態
は

答　

町
の
非
常
勤
職
員

と
同
じ
形
で
考
え
て
い
る

問　

禅
の
里
笑
来
の
将

来
展
望
は

答　

地
域
と
の
連
携
に

よ
る
体
験
型
プ
ラ
ン
と

情
報
発
信
も
計
画

コミュニティバスのイメージ

地域振興作物４品目
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問 上水道施設の現状と課題は

答 更新計画の策定に取り組む

中村勘太郎議員

問 多忙解消、働き方の見直しは

答 学校教育活動の見直しを

朝井征一郎議員

問 住まいる定住支援事業の改正点は

答 定住促進地域区別の無い方向で検討

多 田  憲 治 議員

問　
人
口
問
題
は
ど
こ

の
自
治
体
も
苦
慮
し
て
い

る
。
人
口
形
態
で
町
の
将

来
が
見
え
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
こ
の
定

住
支
援
補
助
規
定
を
運
用

し
実
施
し
た
今
日
ま
で
６

年
間
の
実
績
は
。

総
合
政
策
課
長　

11
月
末

現
在
、
町
内
で
１
８
０
世

帯
、
人
口
で
６
３
４
人
の

利
用
内
、
転
入
世
帯
90
世

帯
で
３
０
５
人
の
増
。

問　
人
口
増
対
策
は
地
方

交
付
税
の
増
額
、
ま
た
固

定
資
産
税
、
住
民
税
の
税

収
も
あ
る
。
今
年
は
住
ま

い
る
定
住
支
援
事
業
の
見

直
し
年
度
、
従
来
と
変
わ

っ
た
内
容
は
。　
　
　

総
合
政
策
課
長　

30
年
４

月
よ
り
定
住
促
進
地
域
区

問　
池
田
町
の
問
題
と
し

て
「
登
校
が
つ
ら
い
、
学

校
に
行
く
の
が
つ
ら
い
、

学
校
を
嫌
が
っ
て
い
る
」

生
徒
が
い
た
そ
う
で
す
。

県
外
の
小
中
学
校
で
学
カ

テ
ス
ト
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
長
年
維
持
す
る
た
め
の

教
育
、
環
境
の
中
、
教
職

員
は
生
徒
の
高
校
進
学
の

た
め
に
、
土
日
出
勤
す
る

な
ど
、
教
育
熱
心
で
宿
題

に
も
カ
を
入
れ
て
い
た
。

教
員
か
ら
立
て
続
け
に
、

強
い
叱
責
を
受
け
た
精
神

的
な
ス
ト
レ
ス
が
大
き
な

原
因
で
は
な
い
か
。
教
師

が
一
人
一
人
の
理
解
を
深

め
て
い
け
ば
防
げ
る
こ
と

は
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

教
育
長　

本
町
と
良
く
似

た
環
境
に
あ
る
の
で
、
早

急
、
対
策
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
素
直
で
真
面
目
で

言
わ
れ
た
こ
と
を
き
ち
ん

と
な
し
遂
げ
よ
う
と
す
る

頑
張
り
屋
の
子
ど
も
達
、

一
人
一
人
を
大
切
に
し
て

少
し
で
も
良
く
し
て
あ
げ

よ
う
と
努
力
を
惜
し
ま
な

い
真
面
白
な
先
生
方
。
胸

が
痛
く
な
る
思
い
で
す
。

問　
全
教
職
員
が
生
徒
一

人
一
人
の
特
性
を
し
っ
か

り
把
握
し
、
寄
り
添
う
指

導
を
心
掛
け
、
心
の
教
育

を
大
切
に
す
る
よ
う
、
同

時
に
教
員
の
多
忙
化
を
解

消
し
、
心
に
余
裕
を
持
た

せ
る
こ
と
を
心
が
け
て
ほ

し
い
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と

し
ま
し
て
は
、
教
職
員
の

業
務
改
善
の
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
全
て
の
教

職
員
に
周
知
徹
底
し
、
改

善
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
超
過
勤
務
者
ゼ
ロ
、

学
校
消
灯
時
間
を
午
後
８

時
と
す
る
と
い
う
こ
と
を

別
の
無
い
方
向
で
特
に
、

町
外
か
ら
の
転
入
世
帯
の

増
額
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
定
住
促
進
地
域
区
別

の
補
助
は
均
衡
あ
る
発
展

の
舵
取
り
施
策
。
宅
地
造

成
を
先
行
し
医
療
費
、
給

食
費
の
無
償
化
等
で
人
を

呼
ぶ
、
人
を
待
つ
施
策
も

必
要
。

総
合
政
策
課
長　

宅
地
造

成
だ
け
で
人
を
増
や
す
と

い
う
も
の
も
限
界
に
き
て

い
る
。
今
ま
で
の
事
業

の
成
果
を
見
な
が
ら
今
後

の
永
平
寺
町
に
合
う
形
を

検
討
し
模
索
し
て
い
き
た

い
。

◆
新
上
志
比
支
所

　

建
物
の
計
画
案
は

問　
建
設
す
る
上
志
比
支

所
の
面
積
は
。

上
志
比
支
所
長　

平
屋
建

約
１
０
０
坪
で
21
坪
の
多

目
的
会
議
室
を
配
備
す

る
。

問　
地
区
住
民
か
ら
の
建

設
委
員
を
発
足
し
ガ
ラ
ス

貼
り
の
事
業
遂
行
を
考
え

問　
水
道
の
安
定
し
た
供

給
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
本
町
水
道
管
施

設
の
耐
用
年
数
を
ふ
ま
え

て
更
新
計
画
は
。

上
下
水
道
課
長　

水
道
管

の
一
般
的
な
耐
用
年
数
は

約
40
年
で
、
平
成
28
年
度

末
に
お
け
る
水
道
管
の
老

朽
化
率
は
61
％
。
10
年
後

か
ら
耐
用
年
数
を
経
過
す

る
管
が
増
え
る
た
め
必
要

な
財
源
確
保
、
更
新
期
間

の
平
準
化
も
踏
ま
え
、
水

道
事
業
経
営
を
圧
迫
さ
せ

な
い
よ
う
な
更
新
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
。

問　
こ
の
事
業
を
運
営

す
る
中
、
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
必
要
不
可

欠
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
必
要
性

が
あ
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

上
水
道

の
施
設
台
帳
は
紙
ベ
ー
ス

の
も
の
が
多
く
、
作
成
時

期
も
古
い
た
め
現
状
と
の

相
違
も
多
い
状
況
。
迅
速

な
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
安
定

し
た
供
給
を
求
め
ら
れ
る

中
、
運
営
管
理
に
あ
た
り

水
道
施
設
台
帳
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
検
討
す
る
。

問　
地
震
災
害
時
に
お
け

る
応
急
給
水
拠
点
を
明
確

化
し
、
応
急
普
及
期
間
の

目
標
数
値
を
確
保
で
き
る

よ
う
施
設
整
備
を
行
う
と

あ
る
が
、
現
在
の
計
画
段

階
は
。

町
長　

現
在
、
応
急
給
水

拠
点
と
し
て
耐
震
性
貯
水

槽
が
管
内
４
カ
所
に
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地

域
性
で
見
る
と
上
志
比
地

区
に
は
設
置
さ
れ
て
な
い

現
状
の
中
、
広
域
避
難
所

単
位
で
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
更
な
る
災

目
標
と
し
て
い
き
ま
す
。

問　
本
町
に
お
い
て
職
員

の
長
時
間
労
働
解
消
に
向

け
て
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

今
、
働
き
方

改
革
と
い
う
こ
と
で
超
過

勤
務
を
少
な
く
、
水
曜
日

が
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
い
う

こ
と
で
、
午
後
８
時
に
は

パ
ソ
コ
ン
の
電
源
が
切
れ

る
よ
う
に
配
置
し
、
８
時

ま
で
に
は
帰
宅
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

害
対
策
等
の
充
実
に
努
め

る
。

◆
福
井
し
あ
わ
せ
元

　

気
国
体
に
向
け
た

　

【
国
体
花
い
っ
ぱ

　

い
運
動
】

問　
全
国
の
皆
さ
ん
を
花

い
っ
ぱ
い
に
し
て
お
迎
え

す
る
お
も
て
な
し
は
。

町
長　

参
ろ
ー
ど
も
花
い

っ
ぱ
い
に
し
て
花
の
あ
る

町
と
言
う
名
所
を
作
り
た

い
。

て
い
な
い
の
か
。

町
長　

上
志
比
地
区
振
興

会
を
通
じ
説
明
し
て
い

く
。

問　
上
志
比
地
区
は
消

防
分
遣
所
も
な
く
な
り
地

震
、
台
風
、
豪
雨
等
災
害

時
の
緊
急
対
応
に
不
安
。

庁
舎
に
職
員
の
当
直
を
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

災
害
時
は
職

員
を
配
置
す
る
。
ま
た
、

日
直
は
置
く
が
宿
直
は
置

か
な
い
。

取り壊し間近の上志比支所

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
公
用
車
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

積
載
を
」
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奥 野  正 司 議員

問

答

債権管理条例制定の背景と効果は

町債権の適正管理と
　　　　　町民負担の公平性確保

樂 間 　  薫 議員

問

答

初訪問張家港市の印象と今後は

人と人の交流を大切にしていきたい

問　
Ｈ
26
年
度
に
Ｈ
１

年
か
ら
の
累
積
滞
納
町
税

額
２
７
６
百
万
の
内
、
時

効
完
成
と
し
て
１
１
０
百

万
円
を
欠
損
処
理
。
飛
ば

し
に
よ
る
不
良
債
権
隠
し

か
ら
行
き
詰
ま
っ
た
Ｈ
９

年
の
山
一
破
綻
で
は
な
い

が
、
町
財
政
の
実
態
を
示

し
、
今
後
の
財
政
改
革
に

取
組
む
決
意
を
示
し
た
も

の
と
受
止
め
た
。
そ
の
後

の
状
況
は
？

税
務
課
長　

そ
の
後
厳

正
・
丁
寧
に
対
応
し
Ｈ
29

度
当
初
は
９
８
０
０
万
円

に
縮
小
。
Ｈ
28
度
町
税
徴

収
率
は
県
下
ト
ッ
プ
と
改

善
。

問　
財
政
改
革
に
対
す
る

果
断
な
決
断
と
熱
意
あ
る

取
組
の
成
果
と
思
う
。
全

国
自
治
体
共
通
の
課
題
と

な
る
町
税
債
権
の
管
理
・

回
収
の
要
諦
は
？

税
務
課
長　

必
要
性
は

３
点
。
①
行
政
の
持
つ

各
種
債
権
（
強
制
徴
収
公

債
権
・
非
強
制
徴
収
公
債

権
・
私
債
権
）
管
理
の
根

拠
法
令
が
複
雑
多
岐
②
各

所
管
課
の
債
権
管
理
・
回

収
の
知
識
と
理
解
、
取
組

姿
勢
の
バ
ラ
つ
き
③
債
権

放
棄
の
困
難
さ
か
ら
来
る

所
管
課
の
無
駄
な
管
理
業

務
。
こ
の
３
点
が
条
例
制

定
に
よ
り
債
権
の
回
収
方

法
や
時
効
等
が
明
確
化
・

体
系
化
さ
れ
、
行
政
債
権

管
理
業
務
の
効
率
化
、
行

政
無
駄
の
解
消
に
繋
が

る
。

問　
債
権
放
棄
の
条
例
化

に
よ
る
安
易
な
債
権
放
棄

に
対
す
る
監
視
機
能
は
。

税
務
課
長　

非
強
制
徴
収

公
債
権
の
放
棄
は
こ
れ
を

議
会
に
報
告
・
説
明
。

問　
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
債
権
管
理
条
例
対
応

は
。

を
交
わ
し
て
、
20
年
目
に

あ
た
り
、
張
家
港
市
が
開

催
し
た
記
念
式
典
に
参
列

し
、
よ
り
絆
を
深
く
し
て

き
た
。
そ
こ
で
初
め
て
訪

問
し
た
町
長
に
張
家
港
市

の
印
象
と
本
町
の
今
後
の

対
応
を
聞
き
た
い
。

町
長　

招
待
を
受
け
た
式

典
に
参
列
し
大
変
感
動
し

た
。
そ
の
後
、
中
学
校
を

訪
問
し
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
。
一
番
最
初
に
感
じ

た
の
は
27
年
前
、
町
民
レ

ベ
ル
で
の
交
流
か
ら
始
ま

問　
11
月
２
日
か
ら
３

泊
４
日
の
日
程
で
町
長
以

下
25
名
の
訪
中
団
が
本
町

唯
一
の
友
好
交
流
都
市
張

家
港
市
を
訪
問
し
た
。
本

年
が
旧
松
岡
町
と
張
家
港

市
と
の
友
好
交
流
協
議
書

友好交流 20周年記念式典

問 都市計画マスタープランの見直し

答 来年度から着手する

川 崎  直 文 議員

問　
永
平
寺
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
は
、
経
年
変
化
に
応
じ

た
見
直
し
、
上
位
計
画
等

の
変
更
に
伴
う
見
直
し
、

地
区
別
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
見
直
し
が
あ
る
。
い
ず

れ
に
よ
り
見
直
す
の
か
。

建
設
課
長　

策
定
か
ら
お

お
む
ね
10
年
が
経
過
し
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
、
上
位
計
画
の
第

二
次
永
平
寺
町
総
合
振
興

計
画
が
本
年
の
３
月
に
策

税
務
課
長　

生
活
困
窮
者

に
は
、
居
住
確
保
、
就

労
、
家
計
相
談
支
援
等
に

繋
ぐ
指
導
助
言
支
援
を
19

条
に
定
む
。

定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
見
直
す
。

問　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
７
小
学
校
区
毎

に
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
構

想
が
あ
る
。
条
件
、
環
境

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

見
直
す
の
か
。

建
設
課
長　

地
区
ご
と
の

課
題
、
土
地
利
用
の
目
標

の
見
直
し
を
か
け
る
。　

問　
い
つ
か
ら
見
直
し
、

ま
た
、単
年
度
で
完
了
す

る
の
か
。

建
設
課
長　

来
年
度
に
見

直
し
に
着
手
す
る
。
期
間

は
２
ヶ
年
。

問　
地
区
別
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
の
見
直
し
は
、
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

建
設
課
長　

地
区
振
興
会

が
設
立
さ
れ
て
い
る
地
区

は
振
興
会
を
中
心
に
、
ま

た
、
地
区
振
興
会
が
設
立

さ
れ
て
な
い
地
区
は
、
区

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
等
の

代
表
の
方
に
意
見
を
い
た

だ
き
見
直
す
。

町
長　

振
興
会
が
な
い
地

域
で
、
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
見
直
し
に
参
画
し
て
い

た
だ
い
た
方
が
中
心
と
な

っ
て
振
興
会
の
設
立
に
向

け
て
動
い
て
い
た
だ
く
こ

と
を
考
え
、
取
り
組
ん
で

行
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

新
・
南
領
家
通
学

路
安
全
策
の
進
展
は

答　

北
ル
ー
ト
整
備
で

坂
井
市
他
と
協
議
中

問　

北
陸
道
の
り
面
の

雑
木・雑
草
対
策
は

答　

地
元
区
が
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
へ
要
望
提
出
を
、町

も
支
援

平成22年３月に策定された　　
永平寺町都市計画マスタープラン。
平成30～31年度に見直される。

っ
た
日
中
友
好
協
会
が
主

体
で
張
家
港
市
と
の
絆
を

深
く
し
て
き
た
と
実
感
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
人

と
の
交
流
、
町
と
人
と
の

の
交
流
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
中
学
校

を
訪
問
し
た
際
、
ぜ
ひ
永

平
寺
町
の
中
学
校
と
友
好

交
流
を
結
び
た
い
と
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
本
町
が
進
め
て
き
た

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業

も
一
度
こ
う
い
っ
た
交
流

事
業
と
合
わ
せ
て
考
え
直

し
て
い
き
た
い
。

北陸道のり面の雑草木

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

え
ち
鉄
志
比
堺
駅

危
険
箇
所
の
解
消
は

答　

今
後
え
ち
鉄
と
協

議
し
て
良
い
方
向
に
進

め
た
い

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

地
域
資
源
を
活
用

の
創
生
総
合
戦
略
は

答　

「
ほ
ど
ほ
ど
田
舎

移
住
体
験
事
業
」
等
を

県
、
観
光
部
局
、
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
て
31
年
度
目

標
達
成
で
進
め
る
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問 相談事業と保育体制の充実を

答 来年度予算に向けて検討

上  田   誠 議員

問 永平寺町ＩｏＴ推進ラボの進捗は

答 １２月１４日の記念公演がキックオフ

江 守 　  勲 議員

問　
永
平
寺
町
Ｉ
ｏ
Ｔ
推

進
ラ
ボ
へ
の
町
外
企
業
の

参
画
社
数
は
。

総
合
政
策
課
長　

募
集
当

時
は
約
15
社
だ
っ
た
。
現

在
は
約
50
社
に
増
え
た
。

問　
参
画
企
業
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

総
合
政
策
課
長　

12
月
14

日
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
記
念

公
演
会
を
し
、
こ
こ
を

ス
タ
ー
ト
に
来
年
度
か
ら

自
動
走
行
を
中
心
に
町
内

外
、
県
外
の
民
間
企
業
同

士
が
繋
が
り
民
間
主
導
で

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

問　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
参

画
の
効
果
は
。

総
合
政
策
課
長　

パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
の
持
つ
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
を
使
っ
た
画
像

認
識
技
術
な
ど
を
搭
載
し

た
小
型
電
機
自
動
車
の
実

証
実
験
で
、
自
動
運
転
技

術
の
研
究
開
発
が
さ
ら
に

加
速
化
さ
れ
、
少
子
・
高

齢
化
が
進
行
す
る
地
方
の

モ
デ
ル
と
な
り
、
永
平
寺

町
か
ら
モ
デ
ル
発
信
し
た

い
。　

問　
企
業
誘
致
や
経
済
効

果
の
観
点
か
ら
、
積
極
的

に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
へ
実
験

期
間
の
延
長
を
働
き
か
け

て
は
。

総
合
政
策
課
長　

期
間
延

長
と
い
う
よ
り
、
地
元
に

定
着
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
た
い
。

問　
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
か

問　
子
ど
も
達
の
人
間

形
成
に
と
っ
て
「
社
会
全

体
で
の
子
育
て
の
理
念
」

か
ら
支
援
体
制
の
充
実
は

重
要
。
今
の
社
会
情
勢
か

ら
悩
み
相
談
も
多
岐
で
あ

り
専
門
性
、
継
続
性
の
一

層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る

が
。

子
育
て
支
援
課
長　

一
般

的
な
子
育
て
相
談
か
ら
発

達
障
害
、
気
が
か
り
な
子

ど
も
の
相
談
と
多
岐
で
あ

り
各
課
横
断
的
に
対
応
し

て
今
後
も
充
実
を
図
る
。

問　
保
育
体
制
の
充
実
で

福
井
市
・
坂
井
市
で
は
、

園
長
他
に
フ
リ
ー
の
保
育

士
と
事
務
職
を
配
置
し
て

い
る
。
小
中
学
校
と
同
様

に
先
生
の
処
遇
改
善
、
保

護
者
と
の
信
頼
関
係
か
ら

も
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

高
齢
化
が
進
む

中
、
下
で
支
え
る
若
い
人

の
働
き
や
す
い
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
の
サ
ポ
ー

ト
も
重
要
。
30
年
度
を
目

処
に
充
実
に
向
け
て
検
討

す
る
。

◆
「
産
学
官
連
携
」

　

事
業
の
検
証
と
方

　

向
性
は 

問　
産
学
官
連
携
構
築
事

業
の
目
的
は
①
地
域
資
源

を
活
用
し
た
安
定
雇
用
②

新
し
い
人
の
流
れ
③
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
で
、

大
学
の
連
携
事
業
が
主
だ

が
、
今
後
は
当
町
の
若
者

を
結
び
つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
必
要
。

町
長　

学
生
・
若
者
ま
ち

づ
く
り
条
例
、
早
稲
田

大
、
県
立
大
の
学
生
と
町

民
と
の
連
携
や
参
加
、
英

語
教
育
等
、
多
く
の
学
生

が
参
画
し
て
い
る
。
今
後

の
結
び
つ
き
を
図
る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
会
社

が
指
定
管
理
す
る
笑
来

記念講演の様子

問 協力隊の活用で
　　　地域産業の担い手を

答 地元の要望があれば考える

金 元  直 栄 議員

問　
本
条
例
案
、
新
た
な

提
案
が
あ
る
な
ら
議
会
で

の
十
分
な
審
議
時
間
を
保

証
す
べ
き
だ
。
ど
う
し
て

４
月
実
施
に
こ
だ
わ
る
の

か
。
条
文
が
示
さ
れ
た
の

は
10
月
の
全
協
だ
。
新
た

な
条
例
案
、
こ
れ
ま
で
の

町
の
や
り
方
へ
の
総
括
や

反
省
の
上
に
作
ら
れ
た
も

の
な
の
か
疑
問
だ
。

税
務
課
長　

条
例
は
徴
収

手
続
き
に
つ
い
て
で
、
地

方
自
治
法
、
地
方
税
法
、

民
法
の
規
定
を
条
文
化
し

た
も
の
で
19
条
の
生
活
再

建
型
滞
納
整
理
は
本
町
の

独
自
規
定
だ
。

　

こ
の
条
例
は
Ｈ
26
年
に

多
額
の
不
納
欠
損
処
理
の

反
省
か
ら
法
に
基
づ
く
滞

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

へ
は
国
の
支
援
が
あ
る
。

本
町
の
将
来
の
担
い
手
確

保
に
不
安
な
分
野
へ
、
若

い
担
い
手
の
確
保
策
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
は
ど
う

か
。

　

農
業
や
竹
細
工
等
の
工

芸
品
の
６
次
産
業
の
担
い

手
不
足
は
深
刻
だ
。
空
き

店
舗
の
活
用
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
が
。

農
林
課
長　

隊
員
の
農
業

所
得
の
保
障
と
定
住
を
踏

ま
え
た
募
集
・
雇
用
が
重

要
で
、
独
立
し
て
農
業
経

営
が
行
え
る
よ
う
育
成
す

る
基
盤
整
備
も
必
要
だ
。

町
長　

町
内
特
産
品
の
担

い
手
が
い
な
い
部
門
の
受

け
皿
と
し
て
良
い
が
、
３

年
後
に
自
立
で
き
る
か
が

課
題
だ
。
要
望
が
あ
れ
ば

協
力
し
た
い
。

◆
債
権
管
理
（
回

収
）
条
例
制
定
の
狙

い
は

の
利
用
者
の
内
訳
は
。
来

年
以
降
は
町
施
設
の
指
定

管
理
、
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業

で
黒
字
を
目
指
し
て
い
る

が
。

総
合
政
策
課
長　

現
在
、

自
動
走
行
や
学
生
な
ど
が

利
用
。
観
光
で
の
利
用
は

な
い
。
今
後
は
体
験
型
の

観
光
利
用
を
企
画
す
る
。

町
長　

Ｉ
ｏ
Ｔ
自
動
運
転

を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り

会
社
も
重
要
な
位
置
づ
け

に
す
る
。

し
た
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
「
禅
（
Ｚ

Ｅ
Ｎ
）
」
ブ
ラ
ン
ド
の
融

合
が
出
来
れ
ば
永
平
寺
町

が
物
づ
く
り
の
町
と
し
て

大
き
く
発
信
し
、
「
禅
（
Ｚ

Ｅ
Ｎ
）
」
ブ
ラ
ン
ド
を
使
う

事
で
信
頼
を
得
る
事
が
で

き
、
色
々
な
人
や
企
業
が

集
り
投
資
を
呼
び
込
む
好

循
環
と
な
る
。
税
収
を
上

げ
少
子
・
高
齢
化
の
中
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
ス

納
処
分
へ
と
考
え
た
も
の

だ
。

問　
「
生
活
再
建
型
」

が
説
明
通
り
な
ら
画
期
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
評
判
は
良
く
な
い
。

今
条
例
案
の
狙
い
は
何
か

見
極
め
る
の
が
議
会
の
役

割
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

除
雪
体
制
は
万
全

か答　

町
民
目
線
で
万
全

の
体
制
で
除
雪
す
る

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
。

自動走行実験車

税
務
課
長　

県
の
滞
納
整

理
機
構
の
や
り
方
は
決
し

て
身
ぐ
る
み
剥
ぐ
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。
今
回
の
提

案
は
何
ら
今
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
と
矛
盾
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
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一般質問

１
７

１
７

出
初
式

成
人
式

鳴鹿河川敷での一斉放水 今年の成人式（サンサンホール）

9
14

現
地
視
察

決算認定の現地視察（門前バス停）

11
10

嶺
北
町
村
議
会

議
員
研
修
会

永平寺本山で講義・座禅体験 ガンバロウ三唱（大野市朝日）

10
２

議
員
研
修

自治会館で研修する議員

（ふれあいセンター）

11
12

10
9

シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
12

福
井
県
立

大
学
議
会

永
平
寺
町

文
化
祭

10
31

戦
没
者

追
悼
式

9
16
17

1028
29

松
岡
ホ
コ
天

パ
ワ
ー
ボ
ム

雨の中の松岡ホコ天会場

11
２～5

日
中
友
好

20
周
年

シニアスポーツ大会でハッスルする様子

永平寺町学の
一場面

中
部
縦
貫
自
動
車
道

整
備
促
進
大
会

（サンサンホール）
中国張家港市
中学校訪問風景

京都府精華町にて

12
26

大
掃
除

議
員
研
修

1115
16

一年の感謝をこめて議場を清掃

問 児童虐待は予防から

答

滝波登喜男議員

通報体制強化で迅速対応を

◆
池
田
中
は
対
岸
の

　

火
事
で
な
い

問　
池
田
中
学
校
の
自

殺
は
本
県
教
育
会
に
大
き

な
課
題
を
投
げ
か
け
た
。

学
力
重
視
の
教
育
や
教
員

の
多
忙
化
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
生
徒
個
々
人
に
合

っ
た
指
導
を
行
う
た
め
に

は
、
教
職
員
の
増
員
が
必

要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

無
理
な
押
し
付

け
や
、
た
く
さ
ん
の
宿
題
、

１
０
０
時
間
を
超
え
る
超
過

勤
務
な
ど
、
改
善
す
る
点
は

多
々
あ
り
、
子
ど
も
達
も
先

生
方
も
共
に
笑
顔
で
学
校
生

活
が
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
改

善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

町
長　

町
と
し
て
支
援
員

を
増
や
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
県
の
教
育
委
員
会
に
根

本
的
な
と
こ
ろ
を
考
え
る
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　
年
々
増
え
続
け
る

虐
待
。
心
理
的
・
心
身
体

的
・
性
的
な
虐
待
と
様
々

あ
る
が
、
本
町
の
実
態
と

そ
の
対
応
は
。
昨
年
児
童

福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
予

防
に
力
を
注
が
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
取
り
組
み

状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

現
在

支
援
し
て
い
る
の
は
17
件

で
、
暴
力
的
な
案
件
で
は

な
い
。
学
校
・
警
察
・

児
童
相
談
所
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
い
る
。

ま
た
、
通
報
体
制
を
強
化

し
、
些
細
な
こ
と
で
も
連

絡
を
受
け
、
す
ぐ
に
家
庭

相
談
員
が
出
向
い
て
解
決

に
あ
た
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方

　

講
習
を

問　
神
奈
川
県
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
悪
用
し
15
才
か
ら
26
才

の
男
女
９
名
が
殺
害
さ
れ

た
事
件
が
あ
っ
た
。
小
中

学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

保
有
の
実
態
と
活
用
方
法

の
研
修
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

教
育
長　

実
態
は
把
握
で

き
て
い
な
い
。
学
校
に
は
持

ち
込
み
禁
止
と
な
っ
て
い
る

が
、
年
々
買
い
与
え
る
親
が

増
え
て
い
る
。
毎
年
の
よ
う

に
講
習
会
を
児
童
生
徒
や
Ｐ

Ｔ
Ａ 

に
向
け
て
行
な
っ
て

い
る
。
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町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

平成29年10月30日 実施

平成29年10月31日 実施

れんげの里出荷者組合　れんげの里出荷組合は
７年目となる。売上額は約２億円となり、出荷者は
200名弱である。しかしそのなかで毎日出荷してい
るのが３～４割、時々出荷が４～５割、年に１～２
回が１割ほどいる。売上げは客１人当たり１日
1,400円程度の購入で年間12万人の入場者数であ
る。お客様の声として「野菜が新鮮で安い」といた
だいていて遠くは石川県山中や鯖江市からも来られ
ている。ハウス30棟で野菜を作り、冬場でも提供出
来ている。エルパにも出店して林産物・栗や野菜・
竹の子等も出していて好評である。ただ売る人は売
れるが、そうでない人は残ってしまい引き取っても
らっている。学校給食への野菜の提供ができるよう
なルートを作って欲しい。
　ハウスのメリットは適年で収穫でき、無農薬だと
付加価値が出るので需要がある。堆肥工場などを
作って、無農薬野菜でブランド化できないか。
　従事者の高齢化・担い手不足対応は、農業公社を
立ち上げて請負産業として成り立つようにして欲し
い。

玉ねぎ生産組合 今までは３町歩から10町歩へ、
今年は11町歩と作付けを拡大している。玉ねぎは頑
丈な野菜で、機械化が進み一人で１町歩は出来る。
課題と言うと嶺北の学校給食に、配給できるまでに
したい。ＪＡで乾燥機を設けて出荷できるようにし
たい。
　県の指導員が変わって今は園芸専門の方ではな
い。その人が悪いと言うのではなく、地域間競争に
勝つためには専門職が必要である。以前の担当者は
専門職であった。県や町にも専門職を配置して欲し
い。

松岡油桐の葉すしの会 油桐の葉すしを13年続
けている。元御陵保育所の調理室を使っている。
　葉っぱは６～10月の期間しか取れないので、商品
を出荷できるのが７～11月と期間が限定されてしま

う。一番大きな悩みは会員の高齢化である。イベン
トや祭りに2,000～3,000個作り、出来るだけ値段
を上げないようにしているがとても厳しい。油桐の
葉は上吉野で作っていて十分にある。

ハンドメイド風ふう　平成16年に任意団体とし
て立上げ、17年に会社組織にした。れんげの里が平
成22年に設立し、その加工部を任されることとなっ
たが、最初は赤字であった。ここ２～３年は良く
なってきていたが、ハニー出店で厳しくなってき
た。会員は40代もいるので、経営悪化は深刻であ
る。葉っぱ寿司も３団体ほどで作っているが、高齢
化で存続が厳しいので合体したらと思う。坂井市で
も葉っぱ寿司講習会を行っていて、反響があるよう
で、よそに取られないように力を入れて欲しい。

れんげの里　平成29年の売上は１億６千万円で前
年比75%で推移している。エルパ店の売上は７千万
円である。商品の50%は野菜で内半分は地場産（本
町）の野菜である。理論上はもっと増やせる。

ピクニックコーン生産組合　ピクニックコー
ンは７月上旬から20日までが収穫時期で、柔らかく
子供や病人用に適している。年間４万本収穫するが
非常に手間が掛かる。大福など良い商品もある。

道の駅・禅の里　現在、出荷組合・農家は110戸
で町内仕入れは全体の２／３を占めて、残りが町外
での仕入れとなっている。１年半が経過した中で、
他市町の道の駅長さんと情報交換し、農家とのコミ
ニュケーションを図り販売増を模索してきた。永平
寺町の「禅」と言う言葉を「京都の京野菜」「金沢
の加賀野菜」のように「禅野菜」として情報発信し
売り出したいと思う。今後は、農家から出荷された
ものを加工し６次産業化にもつなげたい。また、若
い人から変わった野菜を出荷いただいており今後に
期待したい。

ピクニックコーン農家　作付け面積は少しずつ
多くなってきたが、気候に左右され朝８時までに収
穫するため規模拡大には限度がある。さらに出荷ま
での時間が午前中に限定されていて、人当たりの作
付け面積は非常に少ない。歩留りは１本に１ケの収
穫や病中害により80%位で、補助金20円／本を含
め150円／本以下で単価の変動が激しいのと、労力
に比べて単価が安い事から来年の作付け面積を検討
している。

愛菜グループ　平成15年に野菜とかきもちを中
心に、加工販売を始めて８年が経過した。設立から
15年がたち、販売量は増加しているが高齢化のため
に現況を維持することに努めている。高齢者の技術
の伝承（葉っぱ寿司・かきもち・奈良漬）をしてい
きたいし、ブランド化につなげたいと協議してい
る。

ニンニク生産組合　30年以上生産しているが拡
大が難しく現在20人位で、平成29年の作付け面積
は２町６反となっている。直接出荷量は５トン／年
で、直接販売費1,300円／kgとなり農協へは700円
／kgで出荷している。種子代が高く手作業のため非

in  えい坊館

in  永平寺支所

常に能率が悪く、個人でする場合１～２反までが限
度である。作付面積を増やすなら法人化された団体
に依頼するしかないが、農協の作業工程（機械の配
置）による影響を受けやすい。当初種子代の１／２
の補助で10万円／反が現在６万円となっている。

若鮎グループ加工部　平成10年に設立し葉っぱ
寿司を中心に辛子ナス、すこを主に作っている。
　高齢化のため、若い人の勧誘を行っているが難し
く、細々と活動している。今後が心配である。

愛菜グループ　設立から学校給食に６月～12月
までジャガイモ・たまねぎを提供している。

道の駅・禅の里　ハウスによる冬野菜も考えて
いるが冬季の積雪やハウスの倒壊・温度管理が難し
い。温泉水による暖房も考えたが水質管理などで莫
大な資金がいる。道の駅の販売スぺースが他と比べ
狭い。福井からでも多くの人が買いに来るが駐車場
が狭いと言われている。隣接用地があることから町
も拡大を考えて欲しい。

【Q&A】
　　技の継承をどうするのか、高齢化による後継者

担い手育成が課題と思う。今後の対応はどうす
るか。

　　お年寄りを生き生きさせたい。（愛菜グルー
プ・最高齢者89歳）平均年齢80歳であるが元
気に４時間立ち仕事をしている。他の高齢者も
すごく元気で、技術をもっているため、若い人
へ伝承せずに、高齢者が辞めてしまうのはもっ
たいない。

問

答

今回は、町内生産団体から現状や課題・
悩みなどを伺い、専門的な意見交換を
し、少しでも課題解消や、将来展望につ
なげていけることを目的として開催しま
した。また、議会・行政に対する要望事項
なども併せてお聞きしました。

「地域の伝統文化･食文化を支えて」
　…地産地消を生かした町内の特産品拡大は！
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以前、どんど焼きは上志比地区でも各集落で行ってきました
が、上志比地区全体のどんど焼きとしては上志比地区壮連協
が平成４年に第1回目を行い、24回目（平成27年）からは永
平寺町どんど焼き実行委員会が主催して行われるようになり
ました。永平寺町壮年グループ連絡協議会（上志比地区壮連
協）は「やぐらの設置や看板・紅白幕の会場設営」に関する全般作業を担当しています。毎年
１月の第４日曜は「永平寺町どんど焼き」が行われますが、会場から「親睦、融和、交流」の
大きな輪が生まれることを楽しみに、私たちは準備を進めてきました。

親睦、融和、交流の大きな輪が生まれることを楽しみに親睦、融和、交流の大きな輪が生まれることを楽しみに

地域の皆が笑顔になるように、
どんど焼きへ「熱い想い」！
地域の皆が笑顔になるように、
どんど焼きへ「熱い想い」！
地域の皆が笑顔になるように、
どんど焼きへ「熱い想い」！

永平寺町壮年グループ連絡協議会永平寺町壮年グループ連絡協議会永平寺町壮年グループ連絡協議会永平寺町壮年グループ連絡協議会

＜永平寺町どんど焼きとは＞
お正月に飾った門松やしめ
縄、破魔矢、書初めなどを
持ち寄って焼き、１年の無
病息災を祈る昔ながらの伝
統的な火祭りであり、住民
相互の親睦、融和、交流を
図ります。

どんど焼き会場で地域のみんなが「和気あいあい」明るい声が飛び交うと私たちもまた
「やるぞ！」と闘志を燃やします。　　　　　　　  （永平寺町壮年グループ連絡協議会）

稲わらの確保
（前年の９月に農家の協力を得て）

皆でご神体立て
（メーンイベント）ご神体作り（地道な作業を念入りに）

会場設営（大勢の仲間で行う）

ご神体用の竹切り
（地主さんにお願いし、10ｍ以上のもの）


